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平成２５年度に本学と永原学園西九州大学とが共同申請し採

択された文部科学省の地（知）の拠点整備事業「コミュニティ・

キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト」は、事業開始

から早くも1年半が経過し、ここに平成２６年度の報告書を発行

する運びとなりました。

本プロジェクトは、地域を志向した教育・研究・社会貢献に力

を入れている両大学が、佐賀県全域をキャンパスと位置付け、学

生・教職員が一体となって地域課題の解決に向けた実践的な教

育・研究を実施し、地域の再生・活性化を図ろうとするものです。

現在、佐賀県及び県内６市１町との緊密な連携のもと、佐賀大学

では、「学生参画による調査・交流・活動を通した地域創成プロ

グラム」など７つのプロジェクト、西九州大学では、「介護(認知

症)予防事業に着目したリハビリテーションプログラム」など５つ

のプロジェクトが着々と進行中です（全１２プロジェクトのうち、

７つのプロジェクトは佐賀大学と西九州大学の共同事業）。

平成２６年度における佐賀大学プロジェクトの個々の事業内

容・成果は、本報告書に記載のとおりですが、特に今年度は、「学

生―市民―産学官の協働による地域創生」をテーマとしたシンポ

ジウムの開催、各プロジェクトのパネル展示、全学の教職員を対

象としたＦＤ・ＳＤ研修会などを実施し、地域再生の核となる大

学づくり「ＣＯＣ(Center of Community)構想」推進の一環とし

て位置付けられる本事業の意義や課題、機能強化に向けた今後

の取り組み等について、理解を深めて頂きました。

C O C 構想は、文部科学省が平成２４年６月に発表した「大

学改革実行プラン」において、大学改革の基本的な方向性の一つ

として打ち出されたものであり、平成２５年度より地(知)の拠点

整備事業として実行に移されてきたところですが、国が掲げた地

方創生政策のもと、来年度からは、地(知)の拠点大学による地方

創生推進事業、いわゆるC O Cプラス事業として、地方大学を活

用した雇用創出・若者定着といった新たな展開が企図されていま

す。

本学が、佐賀の地における知の拠点としてC O C機能を強化

し、地域社会の発展に寄与し続けるには、全学的取り組みとして

の推進体制の整備とともに、地域と大学との組織的な連携強化

が益々重要になると思われます。学内外皆様のご理解とご協力

を切にお願い申し上げる次第です。

佐賀大学理事・副学長
コミュニティ・キャンパス佐賀

運営委員会・委員長

中　島　　晃

ご 挨 拶

は
じ
め
に
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地（知）の拠点整備事業と地方創生

佐賀大学事業実施責任者　五十嵐　勉

コミュニティ・キャンパス佐賀
アクティベーション・プロジェクトについて
プロジェクト概要

プロジェクトA～G紹介

地域志向教育研究経費事業

学生の地域における活動拠点

シンポジウム・フォーラム・外部評価等の記録
コミュニティ・キャンパス佐賀

アクティベーション・プロジェクト拡大推進会議

地（知）の拠点整備事業　コミュニティ・キャンパス佐賀

アクティベーション・プロジェクトシンポジウム2014

コミュニティ・キャンパス佐賀

アクティベーション・プロジェクトFD・SD研修会

外部評価

広報関係
新聞掲載記事等
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平成26年度

年　表

2014年

●4月18日

●5月26日

●6月30日

●7月28日

●8月22日

●9月26日
●10月31日

●11月22日

●11月25日

●12月8日

●12月20日

2015年

●1月23日

●2月18日

●3月18日

第４回コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会、

佐賀大学代表者会議

第４回コミュニティ・キャンパス佐賀推進会議

（拡大推進会議）

第５回コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会

第５回コミュニティ・キャンパス佐賀推進会議、

佐賀大学代表者会議

コミュニティ・キャンパス佐賀企画部会

第６回コミュニティ・キャンパス佐賀推進会議

第６回コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会、

佐賀大学代表者会議

九州・沖縄シンポジウムＩＮ宮崎 ２０１４への協力

第７回コミュニティ・キャンパス佐賀推進会議

第７回コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会

地（知）の拠点整備事業　

コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト　

シンポジウム２０１４　

コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト

佐賀大学 FD・SD 研修会

第８回コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会、

佐賀大学代表者会議、第８回コミュニティ・キャンパス佐賀

推進会議

外部評価委員会

第４回運営委員会

第４回推進会議（拡大推進会議）

シンポジウム２０１４

佐賀大学ＦＤ・ＳＤ研修会

九州・沖縄シンポジウム
ＩＮ宮崎２０１４

は
じ
め
に
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本学と永原学園西九州大学の共同申請による文部科学省「地

（知）の拠点整備事業―コミュニティ･ キャンパス佐賀アクティ

ベーション ･プロジェクト」は､ 事業採択から１年半を経過しま

した。これまでの両大学における地域を志向した教育研究 ･ 社

会貢献の実績を基盤に､ 地域課題の解決に寄与するサービス・

ラーニング（SL）・問題解決型学修（PBL）を重視した教育プロ

グラムの改革に取り組んできました。

本事業は、教育カリキュラム上の学年進行で実施されているこ

ともあり、学生の学びと成長、及び地域社会への貢献について、

毎年度の評価とともに、入学から卒業までの4年間を通した評価

手法の開発も重要な課題となっています。本学においては、ラー

ニング・ポートフォリオやティーチング・ポートフォリオを進めな

がら取り組んでいます。地域との連携においては、学生による授

業時間の確保に苦労しながらも、土日や休暇中の学外授業等を

活用してきましたが、自治体等との連携や社会貢献の評価方法

の確立についても今後の検討課題となっています。

地方創生と地方大学の役割の強化は、本事業が重要なスター

トアップ事業であると認識しています。若者の地元定着や雇用の

創出という課題解決には、多くの大学・自治体・NPO等の連携が

不可欠です。その意味において、西九州大学との共同、佐賀県、

及び6市１町との連携は、地方創生への取り組みの試金石とし

て、その可能性に期待されています。

地域に関する学修機会の増大や地域での課題解決型のアク

ティブ・ラーニングは、学生による地域への誇り（civic pride）や

自己の役割を再認識する意味で、「地元定着」意欲の醸成に大き

く貢献するものと思っています。

本事業の企画・推進に際して、ご協力いただいた学内の教職

員、西九州大学・関連自治体、そして「場の教育」にご協力頂いた

地域住民の方々に、お礼申し上げます。次年度以降も、学生教育

と地域課題解決に向けた全学的な取り組みを推進しますので、さ

らなるご支援とご協力をお願いします。

地（知）の拠点整備事業と地方創生

佐賀大学　事業実施責任者　

五十嵐　勉
全学教育機構　教授
産学・地域連携機構／地域連携部門　部門長

ご 挨 拶
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佐賀大学と西九州大学は、佐賀県全域をキャンパスと位置づけ、学生・教職員による実践的な教育・研究を通

して、地（佐賀県域）と知（教育研究）のアクティベーション（活性化）を進めることで、佐賀の地における知の

拠点としての機能を強化し

ます。

このプロジェクトは、佐

賀県、佐賀市、神埼市、唐

津市、小城市、嬉野市、鹿島

市、吉野ヶ里町の１県６市１

町と連携し、両大学とも地域

での学修機会を増加させる

教育カリキュラムの改革を行

い、事業の実効性と持続性

のある全学的なプロジェクト

として推進します。

佐賀大学と西九州大学の連携強化のため、各大学の事業実施責任者及びプロジェクト代表者等が集まる「コ

ミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト運営委員会」を設置し、隔月１回程度、プロジェク

ト実施に関する企画や自治

体等との連携の推進に関す

ること等を協議しています。

また、隔月１回程度、連携自

治体の担当者と各大学の事

業実施責任者、ＮＰＯ関係者

で「コミュニティ・キャンパス

佐賀アクティベーション・プ

ロジェクト推進会議」を開催

し、事業の円滑な推進を図っ

ています。

コミュニティ・キャンパス佐賀
アクティベーション・プロジェクトとは

事業推進体制

プロジェクト概要

図１　佐賀大学・西九州大学によるコミュニティ・キャンパス佐賀アクティベー
ション・プロジェクト事業一覧と連携自治体

図２　佐賀大学・西九州大学、及び地域連携による推進体制
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佐賀大学の７つのプロジェクト

図３－１　事業一覧

図３－２　佐賀大学の事業概要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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全12プロジェクト中、佐賀大学ではプロジェクトＡからＧの７つのプロジェクトを実施しています。

学生参画による調査・交流・
活動を通した地域創成プロ
グラム

（連携自治体）佐賀市、唐津市、鹿島市、吉野ヶ里町

「中心市街地の活性化」や「離島・山間地域の活

性化」「地域コミュニティの再生」を目的に、全学

教育機構における教養教育改革−社会人基礎力の

養成−の一環として行います。教養教育のインター

フェース「地域・佐賀学コース」の「地域創成学プロ

グラム」を基盤に、「文化と共生コース」、「生活と

科学コース」、「短期留学生プログラム」、及び学部

専門科目との連携によって、地域の活性化を目指し

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表：五十嵐勉　全学教育機構教授

学生参画による調査・対話・
活動を通した環境保全プロ
グラム

（連携自治体）佐賀市、鹿島市

「地域資源の保全と活用」「有明海の環境保全

と活用」を目的に、全学教育機構における教養教

育改革−社会人基礎力の養成−の一環として行い

ます。教養教育のインターフェース「環境コース」の

「有明海学」「地域環境の保全と市民社会」プログ

ラム、及び「文化と共生コース」の「映像・デジタル

表現」、及び学部専門科目との連携によって、主体

的な環境学習プログラムを実施・構築します。

代表：郡山益実　全学教育機構准教授

地域の高齢者及び子どものヘル
スプロモーション促進に向けた
学生の実践力育成プロジェクト　　　　　　　　　　　

（連携自治体）佐賀市、鹿島市、嬉野市

学生の実践力育成と、地域の発達障害児を含む

子どもと中高齢者の健康増進に寄与することを目

的に、文化教育学部の健康スポーツ学講座による

地域での運動指導等を行います。地域の子どもか

ら高齢者までを対象にすることで、ヘルスプロモー

ション能力を底上げし、運動・福祉の側面から、地

域の健康への取り組みを活性化します。

代表：井上伸一　文化教育学部教授

地域との連携による地域経済政
策に関わる学生主体の調査研究
と成果の地域社会への還元

（連携自治体）佐賀県（佐賀地域経済研究会）、

　　　　　　　唐津市、小城市

学生自身が、地域の経済問題を調査して課題を

見つけ、対策の検討とまとめを行います。地域が抱

える課題への対策は、佐賀県下の市部における地

域経済政策立案主体からなる「佐賀地域経済研究

会」の協力を得ながら行い、その成果は大学の公

開講座等で発表して地域に還元します。

代表：戸田順一郎　経済学部准教授

プロジェクト

Ａ
プロジェクト

Ｂ

プロジェクト

Ｃ
プロジェクト

Ｄ

 ★
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【★マーク】は佐賀大学と西九州大学が連携するプロジェクトです。

離島・山間地域における保健
医療とQOL向上のための人
材育成プロジェクト

（連携自治体）佐賀市、唐津市

地域医療実習及び自治医科大学との合同夏期実

習の教育実績を基盤として、全学教育機構や農学

部のプログラムとも連携して保健医療教育を実施

します。学生同士の交流や将来の人的ネットワーク

の形成、地域の文化や伝統に直に触れる機会を持

つことによる地域貢献意欲の涵養等を行い、地域

での保健医療充実のための人材を育成します。

代表：杉岡　隆　医学部教授

地域空間再生デザイン・プロ
グラム

（連携自治体）佐賀市、唐津市、鹿島市、小城市、

　　　　　  　嬉野市

景観や街並み整備等、地域再生において重要な

「地域デザイン」。特に地域の空間分析と将来像を

わかりやすく伝えられるよう、対象地の空間的特質

や課題を捉えた計画設計、及びデジタルデザイン

への展開ができる人材（デザインクリエーター）の

育成を行います。また、西九州大学のプロジェクト

Ｋと連携し、都市のＵＤ（ユニバーサル・デザイン）

による再生にも寄与します。

代表：三島伸雄　工学系研究科教授

アグリ資源の多様性を活用し
たアグリ医療及び機能性食品
の開発プロジェクト

  （連携自治体）佐賀市

平成24年度に農学部に新設された附属アグリ

創生教育研究センターと医学部、西九州大のプロ

ジェクトＨ・Ｋが連携して実施するプログラムです。

農の多面的機能に着目して、生き物を通じた医療

や総合的食農教育モデルを開発・実践する「医農

連携」と、産学連携の実習を含めたカリキュラムで

す。

代表：上埜喜八

　農学部附属アグリ創生教育研究センター准教授

西九州大学との連携事業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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プロジェクト

Ｅ
プロジェクト

Ｆ

プロジェクト

Ｇ プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

介護（認知症）予防事業に着目した
リハビリテーション教育プログラム

（連携自治体）佐賀市、神埼市、吉野ヶ里町
　代表：上城憲司准教授

保健・医療・福祉・子育て支援体制の
充実プログラム

（連携自治体）神埼市、小城市
　代表：桝田晃良教授

「街なかサポーター」活動を通した
安心生活づくり

（連携自治体）佐賀市、小城市
　代表：岡部由紀夫講師

産学官連携による機能性食品の
開発プロジェクト

（連携自治体）佐賀市、神埼市、小城市、嬉野市、吉野ヶ里町
　代表：安田みどり教授

地域住民と連携した交通ＵＤプロジェクト
（連携自治体）佐賀市、小城市
　代表：酒井出教授

H

I

J

K

L

★

★

★

★

 ★

 ★
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学生参画による調査・交流・活動を通した
地域創成プログラム

Ⅰ.プログラムの概要
■事業実施主体：全学教育機構

■連携部局：文化教育学部人間環境課程、工学

系研究科都市工学専攻、医学部地域医療支援

学講座、農学部地域社会開発学コース

■取り組む地域課題：

・中心市街地の活性化

・離島のＱＯＬ向上

・中山間地域の活性化

・地域コミュニティの活性化

■連携プロジェクト：Ｂ、Ｅ、Ｆ、Ｊ

■連携自治体等：佐賀市、唐津市、鹿島市、吉野ヶ里町、ＮＰＯ法

人まちづくり機構ユマニテさが、認定ＮＰＯ法人地球市民の会、

ＮＰＯ法人蕨野の棚田を守ろう会等

■教育カリキュラム：

・全学教育機構「インターフェース科目」におけるＰＢＬ／ＳＬ型

フィールドワーク、community-based learning

・インターフェース

 「地域・佐賀学コース」：地域創成学プログラム、

 「文化と共生コース」：映像・デジタル表現プログラム

 「生活と科学コース」：アントレプレナーシップ・プログラム

　短期留学SpaceＪ&SpaceＥ:日本事情研修

■主な PBL・SL 型教育の地域とテーマ（自治体別）

佐賀市

・サテライト「ゆっつら～と館」を利用した世代間交

流、イベントプロデュースの企画と実践

・地域コミュニティ組織（まちづくり協議会）への参

画による校区「夢プラン」の企画・実施の支援

・中山間地域における耕作放棄地の抑止・活用のた

めの「参加型農地管理」のビジネスプラン、「村お

こし」イベント等イベントプロデュースの企画・実践

唐津市

・離島における地域資源の発掘とその活用

・蕨野の棚田保全活動の企画・支援、フットパス・

ツーリズム振興、障がい者就労支援

蕨野の棚田での田植え体験学習

実施代表者
五十嵐　勉

（全学教育機構・教授）

鹿島市

・ニューツーリズム振興の企画・支援

吉野ヶ里町

・国際ルーラルツーリズムの企画・支援

・水源地（五ケ山ダム）活性化計画の支援

プロジェクト

Ａ
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Ⅱ.平成２６年度の活動
佐賀市：

■市民活動団体支援の取り組み

「6/11-12チカラットパネル展」

全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅰ（40名）

・地域環境の保全と市民社会Ⅰ（19名）

活動内容：

佐賀市における市民活動団体を応援する「チカ

ラット」とは、佐賀市に住民票がある方が投票する

と、その一票が事業の活動支援金となる制度。今

回、学生会館一階で学内では初となるチカラットパ

ネル展を開催し、投票を呼び掛けた。

成果（学生教育の観点から）：

パネル展では、佐賀市における市民活動団体の

概要や活動内容を知る良い機会となった。また、学

生は投票することでまちづくりへの参加意識の向

上及び貢献ができた。2日間の投票総数は62票と

なった。

■嘉瀬まちづくり協議会への参画

「7/2嘉瀬地区タウンウォッチング、嘉瀬マッ

プづくり、8/5嘉瀬マップづくりワークショップ、

8/20かかしまつり全体会、9/9嘉瀬マップづく

りワークショップ、かかしまつりアイディア会議、

9/13かかしまつり全体制作、10/4嘉瀬まちづくり

協議会ウォーキングイベント、10/25・26嘉瀬かか

しまつり準備」

全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅰ（延べ30名）

連携団体：

嘉瀬まちづくり協議会、嘉瀬公民館

活動内容：

嘉瀬まちづくり協議会が行う地域活性化イベン

トやワークショップ等に参加。地域住民と協働しイ

ベントを行った。

成果（学生教育の観点から）：

地域住民が中心となるイベントへの参加によって

イベント企画・運営について学ぶことができた。ま

た、ワークショップ等を通じて地域の方々と交流を

持つことで、地域課題を探るきかっけとなった。

■害獣駆除の現状を把握

「7/13富士町・三瀬害獣駆除調査」

全学教育機構　インターフェース科目

・地域環境の保全と市民社会Ⅰ（19名）

活動内容：

佐賀市富士町における獣害と里山の環境問題に

ついての調査。富士町関屋集落の猟師の方へのイ

ンタビューとイノシシの有害駆除同行調査を実施し

た。

嘉瀬マップづくりワークショップ

チカラットパネル展投票所
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成果（学生教育の観点から）：

里山の生物多様性の研究を進めるにあたって必

要な、獣害と里山の環境問題の関係について深く

知ることができた。

■地域情報発信によるまちづくり

「10/20　つながるさがし交流会」

全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅱ（８名）

活動内容：

インターネットの利点を活用した佐賀市の新し

い地域情報サイト「つながるさがし」で情報発信を

行う地区（佐賀市内の14校区）のライターと学生

の交流会へ参加した。魅力あるサイト作りに向け、

ワークショップ形式で意見を出し合い発表した。

成果（学生教育の観点から）：

各地域で活動するキーパーソンである方々との

交流によって、地域の現状や課題、実施されてい

るまちづくり活動等について知ることができた。ま

た、地域住民発の情報発信という観点からまちづ

くりを考えるきっかけとなった。

■実践者から学ぶ“まちづくり”

「11/15まちづくり講習会（ユマニテさが）」

全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅱ（10名）

連携団体：ＮＰＯ法人まちづくり機構ユマニテさが

活動内容：

ＮＰＯ法人まちづくり機構ユマニテさが・常務理

事によるまちづくりに関する講習会。佐賀市内で

実施した多くのまちづくりの事例について説明を

聞き、その手法等を学んだ。

成果（学生教育の観点から）：
実際にまちづくりを多く手掛ける方の話しを聞

き、まちづくりの難しさやおもしろさを知ることが

できた。また、今後、実践の場に活かせる知識が身

についた。

■佐賀市大和町松梅地区での体験学習及び農山　　

村の空き家活用プロジェクト

「①11/15松梅地区での体験学習 

　②1/26農山村の空き家活用プロジェクト」

①全学教育機構　インターフェース科目

　・地域創成学Ⅱ（18名）

②全学教育機構　インターフェース科目

　・地域創成学Ⅱ（11名）

イノシシの有害駆除同行調査

つながるさがし交流会におけるワークショップ 「干し柿づくり」体験

プ
ロ
ジ
ェ
ク
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成果（学生教育の観点から）：

さがびよりやコシヒカリ、佐賀海苔等、地域の食

材を活用した地域活性化イベントの企画・運営を学

んだ。また、古湯温泉旅館組合青年部や佐賀県有

明海漁業協同組合、佐賀米マーケティング協議会

等、イベント関係者に話を伺い、地域活動に対する

モチベーションの向上が見られた。

唐津市：

■唐津市相知町蕨野地区での棚田保全活動

「6/7蕨野の棚田での田植え、7/12蕨野の棚田を

守る会との協議、9/27棚田コンサート準備、10/5

蕨野の棚田コンサート」

全学教育機構　インターフェース科目

・地域創成学Ⅰ、地域環境の保全と市民社会Ⅰ、地

域創成学Ⅱ（延べ120名）

連携団体：ＮＰＯ蕨野の棚田を守ろう会

活動内容：中山間地域の活性化を目的とした棚田

の保全活動。地域のＮＰＯと協働し、棚田での田植

えや稲刈り、コンサートの企画・運営を実施した。

吉野ヶ里町：

■吉野ヶ里町観光戦略協議会への参画

「5/15、6/19、7/17、8/21、10/2・15、11/6、

11/27、12/18、1/15、2/4、2/26

吉野ヶ里町観光戦略協議会」

活動内容：

吉野ヶ里町の観光戦略について、地域住民が主

体となって意見交換する「吉野ヶ里町観光戦略協

活動内容：

①佐賀市大和町における中山間地域の課題解決に

向け、地域住民の指導の下、大和町の秋の風物詩

「干し柿づくり」体験を行った。

②佐賀市大和町三反田地区のギャラリー・家具工

房・蕎麦屋の訪問、名尾地区の空き家及び名尾

和紙工房見学、名尾地区ウォーキングを実施し

た。

成果（学生教育の観点から）：

地域住民の方との交流や地域の観光地見学を通

して、課題解決のための方法を具体的にイメージで

きるようになった。地域資源である干し柿の活用

やフットパス・ツーリズム等の企画が提案された。

■“食”をテーマにした地域活性化

「2/11佐賀市富士町における地域活性化イベント

の支援」

農学部　生物環境科学科

・地域資源学研究室（５名）

連携団体：

古湯温泉旅館組合青年部、佐賀県有明海漁業協

同組合、佐賀米マーケティング協議会、フォーライ

スクラブ、古湯温泉旅館組合

活動内容：

佐賀市富士町における地域活性化イベント「第２

回　日本一おにぎりを美味しく食べる会 in 古湯温

泉」に参加しイベント支援を行った。

蕨野の棚田コンサート

佐賀市富士町での地域活性化イベント支援
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現修士1年生2名が、地域住民向け研究発表を行っ

た。

成果（学生教育の観点から）：

地区の魅力や課題を知るとともに、地区住民と

の座談会や聞き取り調査、交流会を通じて、実際の

課題にどのように対応していくかを考えるきかっけ

となった。また、学生から見た地区の魅力について

地域住民と意見交換を行ったことで、地域住民の

方が改めて地区の魅力を発見することとなった。

■留学生が日本文化を体験

「12/6 留学生体験イベント」

短期留学SpaceＪ&SpaceＥ

・日本事情研修Ａ・Ｃ（50名）

連携団体：吉野ヶ里むら旅実行委員会

活動内容：

佐賀大学で学ぶ留学生50名が、吉野ヶ里町東脊

振における体験学習に参加した。建設中の五ヶ山

ダムの土木技術と水没に伴う巨木の杉の移植工事

技術の見学、栄西茶を使った茶粥の試食、修学院

での座禅体験、ミニ門松づくり等を実施した。

成果（学生教育の観点から）：

日本の文化や農村の現状について学んだ。また、

観光の国際化に向けた取り組みについて知ること

ができた。

議会」へ参加した。

成果（学生教育の観点から）：

吉野ヶ里町における観光戦略について学ぶとと

もに、自治体と住民の協力体制のあり方について

学んだ。

■地域で学ぶフィールドワークの基礎

「7/19-21 フィールドワーク基礎演習合宿」

農学部　生物環境科学科

・フィールドワーク基礎演習（16名）

・卒業研究（9名）

連携団体：吉野ヶ里むら旅実行委員会

活動内容：

吉野ヶ里町松隈地区で二泊三日の合宿を行った。

五ヶ山ダム見学や、蛤水道・里山ウォーキング、修学

院での座禅体験、侵入竹の除伐活動、地区住民との

座談会や交流会、町長と語る会等を実施した。

また、昨年、松隈地区において卒業研究を行った

吉野ヶ里町観光戦略協議会でのワークショップ

地区住民への聞き取り調査 ミニ門松づくり体験学習
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学（李　應喆）、地域ビジネス開発学演習Ⅰ・

Ⅱ（白武義治・辻　一成）、人類生態学演習Ⅰ・

Ⅱ（稲岡　司・藤村美穂）、地域資源学演習Ⅰ・

Ⅱ（李　應喆・五十嵐勉）、卒業研究

Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

（論文等）

・五十嵐勉・李應喆・金　尚範：農業・農村文化の

遺産化と地域活性化−日韓比較研究−、「海峡

圏研究」、14、2014

・五十嵐勉：棚田と里山、棚田学会編『棚田学入

門』、勁草書房、2014

（講演等）

・五十嵐勉：地域コミュニティの活性化と支援−佐

賀市での活動の経験から−、福岡市早良区役所

講演会、2014

・五十嵐勉：農の活性化と地域のつながり−佐賀

“食と農”の絆づくりプロジェクト活動を事例に−、

第３５回地方自治研究全国集会

・五十嵐勉：地域の地図をつくる、佐賀市嘉瀬町生

涯学習講座（全３回）、2014

・五十嵐勉：春日北再発見、佐賀県生涯学習セン

ター課題解決型講座（全４回）、2015

Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連するインターフェース科目

「地域・佐賀学コース」‐「地域創成学」プログラム

・地域創成学Ⅰ（地域学入門）：

担当：五十嵐勉（全学教育機構）、稲岡　司・辻　

一成（農学部）

・地域創成学Ⅱ（地域コミュニティー論）：

担当：五十嵐勉・山内一祥（全学教育機構）

・地域創成学Ⅲ（都市再生論）：　

担当：三島伸雄・後藤隆太郎・田口陽子・渕上

貴由樹（工学系研究科）、五十嵐勉（全学

教育機構）

・地域創成学Ⅳ（地域再生論）：　

担当：五十嵐勉（全学教育機構）、山下宗利・藤

永　豪（文化教育学部）

・「文化と共生コース」‐「映像・デジタル表現」プ

ログラム

担当：穗屋下茂（全学教育機構）

・「生活と科学コース」‐「アントレプレナーシッ

プ」プログラム　　　

担当：佐藤三郎・松前あかね（産学・地域連携 　

機構）、中村隆敏（文化教育学部）

・「短期留学プログラム（SpaceE&J）:日本事情

研修」　

担当：古賀弘毅・中山亜紀子・丹羽順子・布尾

勝一郎・吉川　達（全学教育機構）

■関連する主な学部専門科目

・ 文化教育学部：

地理学フィールド実習（山下宗利）、集落実地調

査（藤永　豪）

・理工学部：

デザイン分析手法（三島伸雄他）、卒業制作（三

島伸雄他）

・ 農学部：

フィールドワーク基礎演習（白武義治他）、農

村開発学（五十嵐勉）、国際農村保健学（稲岡　

司）、半島・島嶼産業論（小林恒夫）、観光人類



19

＜学生＞

・森部光貴：佐賀平野における木柵工によるク

リーク護岸整備−林・農連携による間伐材の活

用をめぐって，平成26年度佐賀大学農学部地

域社会開発学コース卒業論文

・高瀬　怜：中山間地域の活性化と中間支援員−

佐賀市における集落支援員と地域おこし協力隊

を事例に−，平成26年度佐賀大学農学部地域

社会開発学コース卒業論文

・嶋村健志：農山村地域の生活支援と地方公共交

通の改善−佐賀市におけるデマンド・タクシー

とコミュニティ・バスを事例に−、平成26年

度佐賀大学大学院農学研究科修士論文
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Ⅰ.プログラムの概要
■事業実施主体：全学教育機構

■連携部局：農学部、低平地沿岸海域研究セ

ンター、総合分析実験センター、理工学部

■取り組む地域課題：

・地域環境の保全と活用

・有明海の環境・干潟の保全と活用

・市民協働型の環境教育

■連携プロジェクト：Ａ、Ｆ

■連携自治体等：

佐賀県、佐賀市、鹿島市、七浦振興会干潟体験事業部、佐賀環境

フォーラム、ＮＰＯ法人有明海再生機構、ＮＰＯ法人ビッグ・リー

フ、ＮＰＯ法人みんなの森プロジェクト等

■教育カリキュラム：

・全学教育機構「インターフェース科目」におけるＰＢＬ／ＳＬ型

フィールドワーク

・インターフェース

「環境コース」：有明海学プログラム・

地域環境の保全と市民社会プログラム

・「文化と共生コース」：映像・デジタル表現プログラム

■主なＰＢＬ・ＳＬ型教育の地域とテーマ（自治体別）：

佐賀市：

佐賀県生物多様性重要地域−クリークと有明海−における地域

環境の保全

鹿島市：

有明海の環境保全とエコツーリズム振興

東与賀海岸での干潟の生き物観察会

実施代表者
郡山　益実

（全学教育機構・准教授）

学生参画による調査・対話・活動を通した
環境保全プログラム

プロジェクト

B
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Ⅱ.平成２６年度の活動
佐賀市：

■野鳥観察から学ぶ地域環境

「①5/14東与賀で野鳥観察会

　②12/13東与賀で野鳥観察会」

①全学教育機構　インターフェース科目

　｢地域環境の保全と市民社会」（22名）

②全学教育機構　インターフェース科目

　｢有明海学Ⅱ」（40名）

連携団体：日本野鳥の会佐賀県支部

活動内容：

①佐賀市東与賀町の大授搦 ( だいじゅがらみ ) で

野鳥観察を行った。日本野鳥の会佐賀県支部の

方から、ラムサール条約や大授搦で観察できる

鳥について説明があった。

②東与賀の干潟で野鳥の観察を行った。野鳥の観

察では、日本野鳥の会佐賀県支部から講師を招

き、野鳥の種類や生態について説明を受けた。

成果（学生教育の観点から）：

実際に野鳥を観察することで、「日本一のシギ・

チドリの渡来地」である大授搦の大切さや干潟の

保全の重要性を認識することができた。また、野

鳥の種の判別やその生態、干潟のフィールドサイ

ンに関する基礎知識が身に付き、野鳥観察をもと

に干潟の多様な生態系や干潟のワイズユースを支

える仕組みに関する思考力が深まったと思われる。

■地域イベント開催に向けた生物調査の実施

「6/1・19東与賀生物調査」

農学部生物環境科学科

・地域資源学研究室（延べ12 名）

活動内容：

6/26、28 開催の体験学習及びイベント開催に

向け、会場である東与賀の田んぼと周辺クリーク

で生物調査を実施した。

成果（学生教育の観点から）：

調査地における生態系を把握し、小学生向け環

境教育ツールを作成した。

■地元小学生への環境教育活動

「6/26 よかっ子環境・農業体験学習」

農学部生物環境科学科

・地域資源学研究室（５名）

連携団体：東与賀まちづくり協議会、ＪＡさが東与

賀支所青年部

活動内容：

佐賀大学や東与賀まちづくり協議会、ＪＡさが東

与賀支所青年部、地域の方々等が協力して、東与

賀小学校の５年生約 100 人を対象に、生物多様性

についての環境学習と、田植え体験学習を実施し

た。環境学習では、農学部の学生が講師を務めた。

成果（学生教育の観点から）：

事前に生物調査をして作成したツールを使って、

小学生向けに環境教育を実践することができた。

■地域や企業と連携した環境保全イベントの開催

「①6/28 第1回AQUA SOCIAL Fes.　

　②10/11 第２回AQUA SOCIAL Fes.」

東与賀小学校の５年生を対象にした環境学習野鳥観察
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①全学教育機構　インターフェース科目

　・有明海学Ⅰ（1名）

　・地域環境の保全と市民社会Ⅰ（19名）

　農学部生物環境科学科

　・地域資源学研究室（5名）

②農学部

　・環境地理学（13名）

　・地域資源学研究室（5名）

連携学生サークル：

For.S（フォーエス）

連携団体：

東与賀まちづくり協議会、佐賀新聞社

活動内容：

トヨタが全国の地方新聞社等と連携して「自然

環境保護・保全」を目的に行う社会貢献イベント

「AQUA SOCIAL Fes.」において、第１回目は参

加者への環境教育と外来種駆除、田植え、第２回

目は有明海の生物観察と清掃活動を行った。

成果（学生教育の観点から）：

参加者への環境教育の実践を通して、改めて生

物多様性や外来種駆除の重要性について学ぶこと

ができた。また、地域での活動を通して地域の環境

保全の在り方について考えるきっかけとなった。

■座学で学ぶ干潟の野鳥

「8/6 野鳥講座」

全学教育機構　インターフェース科目

・地域環境の保全と市民社会Ⅰ（6名）

活動内容：

日本野鳥の会佐賀県支部の方を迎え、渡り鳥の

種類や主な渡りのルート、生息地とそれを守るた

めのラムサール条約等について学んだ。

成果（学生教育の観点から）：

渡り鳥についての理解が深まることで、生息地と

なる干潟の重要性、生物多様性保全の大切さを実

感することができた。

■干潟の生態調査で学ぶ地域環境：

「①10/25 東与賀で干潟の生態調査、

　②10/29 干潟の生き物同定作業」

①全学教育機構　インターフェース科目

　・有明海学Ⅱ（40名）

　農学部　生物環境科学科　

　・浅海干潟環境学研究室（4名）

②全学教育機構　インターフェース科目

　・有明海学Ⅱ（40名）野鳥講座の実施

有明海の干潟と野鳥観察用下敷きを作成

環境教育の実践
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活動内容：

①佐賀市東与賀の干潟で、干潟底泥中のベントスの

採取、干潟表面の巣穴の分布状況、干潟底泥の酸

化還元環境のフィールド調査を実施した。フィー

ルド調査では、６～７名を１グループとし、計６グ

ループで分担・協働しながら作業を行った。

②10/25の東与賀干潟の生態調査で採取したベン

トスの種の同定と調査データの取り纏めを図書

館のラーニングコモンズで行った。

成果（学生教育の観点から）：

①このフィールド調査により、干潟の基本的な生態

調査に関する調査方法とその取り纏めが習得で

きた。また、調査の結果は、「干潟の環境と生態

系」に関する一連の講義で適宜紹介したため、

講義内容の理解が深まったと思われる。

②グループワークを通して、グループ内での役割分

担やレポート作成の協働作業により、調査テーマ

や干潟環境への理解の掘り下げにつながったと

思われる。

■地域資源利用法を考えるワールドカフェ

「11/9 「東よかに行こう。ワールドカフェ」」

農学部　生物環境科学科

・干潟環境学（5名）

全学教育機構　基本教養科目

・環境科学Ⅱ（2名）

連携団体：一般社団法人　佐賀青年会議所

活動内容：

大学生を中心に、現地環境を体感しながら、ラム

サール条約登録後の東与賀の干潟をどのように観

光・環境資源として利用するのかについて、ワール

ドカフェ形式でフリーディスカッションした。

成果（学生教育の観点から）：

講義では、干潟の自然科学的な内容がメインに

なっているため、この事業を通して、他の大学生と

の交流やディスカッションすることにより、干潟の

環境保全や地域における干潟の有効利用に関する

意識の向上が見られた。

■干潟での実験で学ぶ地域環境

「11/29 干潟環境の学生実験」

全学教育機構　インターフェース科目

有明海学Ⅱ（40名）

農学部　生物環境科学科　

浅海干潟環境学研究室（4名）

活動内容：

干潟の基礎生産に寄与する底泥の付着性藻類の

抽出及びその分析と、クリークから流入する懸濁物

負荷量の測定を行った。

底泥の付着性藻類の抽出作業

「東よかに行こう。ワールドカフェ」でのディスカッション干潟の生態調査
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成果（学生教育の観点から）：

実験を通して、干潟の豊かな生態系を支える付

着性藻類に関する理解が深まると同時に、干潟に

おける物質循環に関する基礎知識が身に付いた。

■地元小学生対象の自然観察会補助

「①1/10 東よか干潟　自然観察会の事前学習会

　②1/23 東よか干潟　自然観察会」

①全学教育機構　基本教養科目

　・環境科学Ⅱ（1名）

　農学部　生物環境科学科

　・干潟環境学（3名）

　・浅海干潟環境学研究室（2名）

②全学教育機構　基本教養科目

　・環境科学Ⅱ（1名）

　農学部　生物環境科学科

　・干潟環境学（3名）

　・浅海干潟環境学研究室（2名）

　・地域資源学研究室（1名）

　農学部　応用生物科学科

　・システム生態学研究室（4名）

連携団体：

①佐賀自然史研究会

②日本野鳥の会佐賀県支部、佐賀自然史研究会、

東与賀まちづくり協議会

活動内容：

①1/23に実施される東与賀小学校５年生を対象と

した「東よか干潟　自然観察会」の打ち合せと

調査方法の事前学習会を佐賀自然史研究会と

共に行った。

②東与賀小学校５年生（100名程度）を対象に干

潟の底泥環境、巣穴やシチメンソウの計数、底

泥中のマクロベントスの採取、石膏を用いた巣穴

の型どりを学生が分担して行った。

成果（学生教育の観点から）：

①事前学習会の実施により、当日小学生へ説明す

る調査法についての理解が深まり、また、小学生

への説明内容について予備学習をするため干潟

の生物や環境に関する学習意欲が高まった。

②小学生へ平易に説明するため、干潟の環境や生

物に関する基礎知識の定着や、プレゼン能力及

びコミュニケーション能力の向上が図られたと

思われる。また、このような地域活動との連携を

通して、地域の環境保全に関する実践的活動や

キャリア教育の促進につながった。

鹿島市：

■干潟を実感する体験学習

「5/31 鹿島市干潟体験学習」

全学教育機構　インターフェース科目

・有明海学Ⅰ（39名）

活動内容：

鹿島市の干潟体験学習を実施した。干潟体験で

は、実際に泥干潟に入り、泥干潟の環境や潟スキー

などの体験をし、泥干潟の生物の観察を行った。

成果（学生教育の観点から）：

泥干潟の環境を実体験することで泥干潟の色、

におい、感触などを五感で体感し、後学期に開講す

干潟の体験学習東よか干潟の自然観察会
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成果（学生教育の観点から）：

干潟の伝統漁撈を実際に体験することで、生業

として消滅の危機にある漁撈文化の保存・継承・活

用を考えるきっかけとなった。

Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連するインターフェース科目

「環境コース」－「有明海学」プログラム

・有明海学Ⅰ（有明海学概論）

担 当：速 水祐一（低平地 沿岸 海 域研究セン

ター）、濱田孝治（低平地沿岸海域研究

センター）、五十嵐勉（全学教育機構）、

郡山益実（全学教育機構）、李應喆（農学

部）、片野俊也（東京海洋大学）

・有明海学Ⅱ（干潟の役割）

担当：郡山益実（全学教育機構）

「環境コース」－「地域環境の保全と市民社会」プ

ログラム

・地域環境の保全と市民社会Ⅰ

担当：五十嵐勉（全学教育機構）

・地域環境の保全と市民社会Ⅱ

担当：兒玉　宏樹(総合分析実験センター)、

宮島　徹(工学系研究科)

「文化と共生コース」－「デジタル表現」プログラ

ム

担当：穗屋下茂（全学教育機構）

■関連する主な学部専門科目

・農学部

干潟環境学（郡山益実）、卒業研究（郡山益実）、

卒業研究（五十嵐勉）、実験水気圏環境学（郡山

益実）

・農学研究科：

浅海環境工学特論（郡山益実）

る有明海学Ⅱへの関心が深まると同時に、有明海

学Ⅱで行う干潟のフィールド調査の動機づけにつ

ながった。

■有明海における調査活動

「6/9・10、9/1、9/16 有明海底質の広域調査」

農学部　生物環境科学科

・卒業研究（2名）

活動内容：

有明海奥部全域を網羅するように23地点の調査

地点を設け、採泥と泥温及びEhの測定を行った。

採泥した底質は、含泥率と有機物量（TOC及びTN

含有量）の分析を行った。

成果（学生教育の観点から）：

有明海底質の広域調査により、底質調査・分析

方法を修得し、データの取りまとめにより、有明海

における底質の分布特性と生物相及び海域特性と

の関係に関する基礎知識が身に付いた。

■干潟の伝統漁撈を知る体験学習

「7/27 干潟の伝統漁撈体験学習」

全学教育機構インターフェース科目

・地域環境の保全と市民社会Ⅰ（7名）

連携団体：鹿島ニューツーリズム協議会

活動内容：

鹿島ニューツーリズム協議会の干潟体験学習

「棚じぶ」(四つ手網漁)、「うなぎ塚」、「持ち網

漁」、陸での「ムツカケ漁」を体験し、干潟の伝統

漁撈について学習した。

有明海底質の広域調査
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Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

（論文等）　

・濱田孝治，速水祐一，Adi NUGRAHA，山口創

一，郡山益実：諫早湾干拓潮受堤防排水門の開

門の影響予測及び開門方法への提言、海と空　

89：115-124、2014
・T. Katano, M. Yoshida, S. Yamaguchi,  K. 

Yoshino, T. Hamada, M. Koriyama, Y. Hayami 
: Effect of nutrient concentration and salinity 
on diel vertical migration of Chattonella 
marina (Raphidophyceae)、Marine Biology 
Research Vol 10, No.10:1007-1018, 2014

・Yuichi Hayami, Kazunor i  Maeda, and 
Takaharu Hamada, “Long term variation 
in transparency in the inner area of Ariake 
Sea”, “Estuarine, Coastal and Shelf Science”, 
doi:10.1016 /j.ecss.2014.11.029, 2014.

・A. Isnansetyo, S. Getsu, M. Seguchi，M. 
Koriyama：Individual Effect of Temperature, 
Salinity, Ammonium Concentration and pH 
on Nitrification Rate of the Ariake Seawater 
Above Mud Sediment,HAYATI Journal of 
Biosciences, 21(1)：21-30、2014

・F.K ondo,  T.Ha rag uch i ,  M.K or iyama：
E X P E R I M E N T A L  S T U DY  ON  T H E 
REDUCTION OF NUTRIENTS IN CREEK 
WATE R USI NG WOOD CH A RCOA L , 
BAMBOO CHARCOAL AND CLINKER 
ASH，Proceedings of  the International 
Symposium on Woods Utilization: 79-83、2014

・西山修司, 郡山益実, 石谷哲寛：有明海奥部にお

ける底泥の巻き上げ特性に関する現地観測，佐

賀大学農学部彙報　100: 55-62、2015

・石谷哲寛, 郡山益実, 宮本英揮：TDRを用いた

泥質干潟域底泥の変動量に関する連続モニタリ

ング技術の開発,水土の知　82(4),327-328、

2014

・速水祐一, 田井明：「有明海の潮汐・潮流の長期

変化」日本の科学者，2015年2月12日

・五十嵐勉・李應喆・金尚範：農業・農村文化の遺

産化と地域活性化−日韓比較研究−、「海峡圏研

究」、14、2014

（講演等）　

 ・郡山益実：「干潟の環境と生物」、佐賀県高等学

校教育研究会理科部会生物部会、佐賀県立鹿島

高等学校、平成26年5月20日

・郡山益実：「地域で学ぶ意味～有明海研究を有

明海学へ～」、九州地区国立大学間合同合宿共

同授業、九州地区国立大学九重共同研修所、平

成26年8月25日

・五十嵐勉：「ラムサール条約登録湿地・韓国順天

市における干潟環境保全の取り組み」、まえうみ

市民の会、平成26年8月18日

＜学生＞

・西山修司, 郡山益実, 石谷哲寛：「有明海奥部西

岸域における底泥の巻き上げ特性」、農業農村

工学会大会講演会（新潟 朱鷺メッセ新潟コンベ

ンションセンター）、2014年8月

・山本敦士, 郡山益実, 石谷哲寛, 西山修司, 中村

紀弓佳：「諫早湾及び潮受け堤防内調整池にお

ける底質の栄養塩環境」、農業農村工学会九州

支部（佐賀市 ホテルグランデはがくれ）、2014

年10月

・西山修司, 郡山益実, 石谷哲寛：「有明海奥部河

口浅海域における底泥の巻き上げ特性と水質環

境」、農業農村工学会九州支部（佐賀市 ホテル

グランデはがくれ）、2014年10月

・山本敦士：「諫早湾及び潮受け堤防内調整池にお

ける底泥の栄養塩濃度の季節変化」、農学部 生

物環境保全学科 生物環境保全学コース 卒業論文

・西山修司：「有明海奥部底泥の巻き上げに伴う懸

濁層内の栄養塩変動特性」、農学研究科 生物資

源科学専攻 生物環境保全学コース 修士論文

プ
ロ
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ェ
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Ⅰ.プログラムの概要
■事業実施主体：文化教育学部

■連携部局：文化教育学部健康スポーツ科学

講座、文化教育学部地域生活講座

■取り組む地域課題：

・地域の高齢者の健康増進と子どもの体力向

上

■連携自治体等：

佐賀県、佐賀市、嬉野市、鹿島市、ＮＰＯ法人スポーツフォアオー

ル

■教育カリキュラム：

・ヘルスプロモーション実習

・レクリエーション実習

■主なＰＢＬ・ＳＬ型教育の地域とテーマ（自治体別）：

佐賀市：

・佐賀大学における地域住民参加者と学生スタッフでの健康教

室の開催。講義や演習等で学んだ運動プログラムを作成し、参

加者に指導することにより学生の実践力を育成

・センサを用いた高齢者の歩行動作の解析

嬉野市：

・出張型の健康教室における学生オリジナルの運動プログラム

を作成、指導を行い、現場に即した指導力を育成

・身体測定・体力測定を分析、評価

・活動量計を用いた高齢者の活動量の解析

鹿島市：

・出張型の健康教室における学生オリジナルの運動プログラム

を作成、指導を行い、現場に即した指導力を育成

・身体測定・体力測定を分析、評価

・活動量計を用いた高齢者の活動量の解析

佐賀大学健康教室における集合写真

実施代表者
井上　伸一

（文化教育学部・教授）

地域の高齢者及び子どものヘルスプロモーション
促進に向けた学生の実践力育成プロジェクト

プロジェクト

C
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Ⅱ.平成２６年度の活動
佐賀市：

■佐賀大学中高齢者のための健康教室

「4/25-7/11、10/10-12/12健康づくり推進団体

支援事業における健康教室」

文化教育学部人間環境課程

・ヘルスプロモーション実習Ⅰ（43 名）

・ヘルスプロモーション実習Ⅱ（35 名）

・レクリエーション実習（3 名）

・健康福祉論（7 名）

連携団体：

特定非営利活動法人スポーツフォアオール

活動内容：

佐賀大学での健康教室において、参加者の運動

プログラムの指導を行い、実践力の育成を行った。

また、参加者とのレクリエーションを通して学生の

コミュニケーション能力を育成した。

成果（学生教育の観点から）：

健康教室に参加したことにより、地域住民と学

生の交流が深まるとともに、学生の現場に即した

実践力が高まった。

鹿島市：

■鹿島市における出張健康教室

「5/16-7/18、10/3-12/5介護予防普及啓発事業

における健康教室」

文化教育学部人間環境課程

・バイオメカニクス（9 名）

連携団体：

特定非営利活動法人スポーツフォアオール

活動内容：

出張型の健康教室において、学生自らが考えた

運動プログラムの指導を行った。また、参加者の

体組成、骨密度、活動量を測定し、分析・評価を行っ

た。

成果（学生教育の観点から）：

出張型健康教室に参加したことにより、鹿島市

の地域住民と学生の交流が深まった。また、身体・

体力測定を行うことで学生のヘルスプロモーショ

ンに対する知識の向上が見られた。

嬉野市：

■嬉野市における出張健康教室

「4/22-7/1・7/15-9/30ロコモ予防運動教室にお

ける健康教室」

文化教育学部人間環境課程

・ヘルスプロモーション実習（5 名）

参加者への骨密度測定の様子

学生オリジナルのトレーニングを指導する様子佐賀大学健康教室における学生とのレクリエーションの様子
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連携団体：

特定非営利活動法人スポーツフォアオール

活動内容：

出張型の健康教室において、学生自らが考えた

運動プログラムの指導を行った。また参加者の体

組成、骨密度、活動量などの分析・評価を行った。

成果（学生教育の観点から）：

出張型健康教室に参加したことにより、嬉野市

地域住民と学生との交流が深まった。また身体・

体力測定を行うことで学生のヘルスプロモーショ

ンに対する知識の向上が見られた。

Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連する主な学部専門科目

文化教育学部：

・ヘルスプロモーション実習Ⅰ・Ⅱ　担当：井上伸一

・レクリエーション実習　担当：松山郁夫

・健康福祉論　担当：山津幸司

・安全教育　担当：栗原　淳

Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

（講演等）　

・井上伸一「介護予防貢献会」，鳥栖市主催事業，

平成 26 年 11月11日

・井上伸一「佐賀大学中高齢者のための健康教室」

平成 26 年 4 月～7 月，10 月12 月

・井上伸一「ロコモ予防運動教室」，平成 26 年 4

月～平成 27 年 3 月

・井上伸一「介護予防普及啓発事業」，平成 26 年

4 月～平成 27 年 3 月

＜学生＞

・野田幹也「9 軸センサを用いた歩行動作に関す

る研究」、佐賀大学文化教育学部卒業論文

・黒木麻弥子「高齢者の活動量と日常生活・意識

の関係」、佐賀大学文化教育学部卒業論文

・入海里実「3 ヶ月間の健康教室が高齢者の持久

力に及ぼす影響」、佐賀大学文化教育学部卒業

論文

プ
ロ
ジ
ェ
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Ⅰ.プログラムの概要
■事業実施主体：

経済学部（地域経済研究センター）

■連携部局：全学教育機構インターフェース

「地域・佐賀学コース」

■取り組む地域課題：

・地域公共政策の立案

・地域産業の振興政策の立案

・地方政治の活性化

・地域ブランドの開発

■連携プロジェクト：Ａ

■連携自治体等：

佐賀県（佐賀地域経済研究会）、小城市、唐津市

■教育カリキュラム：

・地域経済と社会

・演習

■主なＰＢＬ・ＳＬ型教育の地域とテーマ（自治体別）：

小城市：

・「合併自治体における公共施設の利活用と地域活性化」をテー

マに、「小城市牛津保健福祉センターアイル」および隣接する

「牛津総合公園」を対象とした調査研究を実施。

唐津市：

・防災対策基本法の改正にともない各自治体は各種の防災計画

を練り直している。本テーマは、唐津市を中心にその点の現

状を、町づくりの観点を含めて調査研究する。本年度は第一

年目。

小城市役所における研究発表会

実施代表者
戸田　順一郎

（経済学部・准教授）

地域との連携による地域経済政策に関わる
学生主体の調査研究と成果の地域社会への還元

プロジェクト

D
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Ⅱ.平成２６年度の活動
小城市：

■「合併自治体における公共施設の利活用と地域
活性化」に関する調査研究

「6/2牛津小学校でのワークショップ」

経済学部経済システム課程総合政策コース

・演習（3 年）（12 名）

活動内容：

小城市立牛津小学校６年１組において、子供た

ちにとって身近な公共施設であるアイルおよび牛

津総合公園を題材に、地域の遊び場と公共施設の

あり方について考えるワークショップを行った。

成果（学生教育の観点から）：

アイルおよび牛津総合公園についての地元の子

供たちの認識や思い、考え、さらに地域の遊び場

の状況について知ることができ、学生の地域に対

する関心が深まった。

■「合併自治体における公共施設の利活用と地域
活性化」に関する調査研究

「8/21（他3日）育児サークル（牛津保健福祉セン

ターアイル）でのインタビュー」

経済学部経済システム課程総合政策コース

・演習（3年）（3名）

活動内容：

アイルで行われている育児サークルの利用者を

対象に、アイルや牛津総合公園の利用や子どもの

遊び場についてのインタビューを行った。

成果（学生教育の観点から）：

アイルおよび牛津総合公園についての子育て中

の母親たちの思いについて知ることができたとと

もに、学生の地域に対する関心が深まった。

■「合併自治体における公共施設の利活用と地域
活性化」に関する調査研究

「9/21-23 ゼミ合宿での中間報告会」

経済学部経済システム課程総合政策コース

・演習（3年）（13名）

・演習（4年）（10名）

活動内容：

ゼミ合宿（福岡県田川郡赤村）にて、本調査研究

の中間報告会を実施した。

成果（学生教育の観点から）：

この問題につての議論を深めることができ、今

後の調査研究をすすめていく上での課題が明確と

なった。

■「合併自治体における公共施設の利活用と地域
活性化」に関する調査研究

「10/30、小城市役所職員とのワークショップ」

経済学部経済システム課程総合政策コース

・演習（3年）（13名）

活動内容：

小城市役所職員の方 （々約20名）とアイルの現

状と利活用策をテーマとしたワークショップを開催

した。

子育てサークルでのインタビュー牛津小学校の６年生とワークショップを実施
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成果（学生教育の観点から）：

学生の地域に対する関心が深まるとともに、自

治体職員の方々と話をする中で地域の課題解決を

考えることの難しさを実感することができた。

■「合併自治体における公共施設の利活用と地域
活性化」に関する調査研究

「12/10、小城市役所での研究成果報告会」

経済学部経済システム課程総合政策コース

・演習（3年）（13名）

活動内容：

小城市役所にて小城市長および小城市役所職員

に向け研究成果を報告した。

成果（学生教育の観点から）：

研究全体を通して、学生たちが大変多くのこと

を地域の方々から学び、地域に対する関心が深ま

るとともに、まちづくりの難しさを知ることができ

た。

唐津市：
■防災対策に関わる研究会セミナーへの参加

「9/3 佐賀地域経済研究会のセミナー（関西大学

社会安全学部准教授　山崎栄一氏による講演）へ

の参加」

経済学部経済システム課程総合政策コース

・演習（3年）（10名）

活動内容：

自治体における防災計画および災害避難計画の

策定の現状と課題についてのセミナーに参加し、講

演と、講演者と自治体職員との質疑を傍聴した。

成果（学生教育の観点から）：

学生には少しむずかしい内容であったかもしれ

ないが、防災対策で自治体が抱える問題を知るこ

とができた。

■「防災対策と町づくり」の比較研究

「【県外】9/24-26 地域防災事業での宮城県・福

佐賀地域経済研究会のセミナー

東日本大震災の被災地視察

小城市役所におけるワークショップ

研究成果報告で小城市長と
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島県視察」

経済学部　経済システム課程

・演習（3年）（8名）

・演習（2年）（１名）

経済学部　経営・法律課程　

・演習（3年）（3名）

・演習（2年）（１名）

活動内容：

東日本大震災の被災地である宮城・福島両県を

訪ね、被災者の生活の現状の聞き取り調査、およ

び自治体の防災計画の資料収集を行った。

成果（学生教育の観点から）：

大きな被害を受けた地域の被害の状況とその後

の生活の状況を直に見聞し、学生は防災対策の重

要性を実感し、今後の防災に関する学習への確実

な動機付けとなった。

■防災に関する聞き取り調査実施

「2/16 唐津市役所で「唐津市における防災対策

と町づくり」に関する聞き取り調査」

経済学部　経済システム課程総合政策コース、

経営・法律課程法務管理コース

・演習（3年）（10名）

活動内容：

唐津市における防災計画および災害避難計画の

策定の現状と課題についての聞き取り調査を実施し

た。

成果（学生教育の観点から）：

今回は第一回目の聞き取り調査であり、調査に

入るための準備段階の調査であった。原発事故避

難に関する計画をはじめ各種の防災計画の策定に

忙殺されている自治体の様子をうかがうことがで

き、初年時の目的を達成した。

■防災対策と町づくり

「12/10　防災対策と町づくり事業の公開講座で

の研究発表」

経済学部　経済システム課程

・演習（3年）（8名）

・演習（2年）（1名）

経済学部　経営・法律課程　

・演習（3年）（3名）

・演習（2年）（1名）

活動内容：

経済学部主催公開講座「みんなの大学」で、9月

に行った東日本大震災の被災地の現状視察研修の

学生による報告を行った。三班に分け、研修の内容

との報告、およびそれに関する公開講座出席者と

の質疑を行った。

成果（学生教育の観点から）：

東北の被災地の研修で見聞してきたことの報告

とそれに関わる市民の方たちとの質疑によって、学

生たちには見聞したことの再確認とその意味をよ

り深く考える機会となった。

Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連する主な学部専門科目

・経済学部：演習（２～4年）　

（富田義典・山本長次・畑山敏夫・樫澤秀木・納

富一郎・戸田順一郎）

■関連するインターフェース科目

・「地域･佐賀学コース」−「地域経済と社会」プロ

グラム

地域経済と社会Ⅲ（地域と労働）

担当：富田義典（経済学部）

公開講座「みんなの大学」における研修報告
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Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

（論文）

・富田義典「戦後労使関係史における安賃闘争の

位置」『大原社会問題研究所雑誌』（法政大学）

675号、2015年1月

・樫澤秀木「社会による法変容と法による社会変

容―産業廃棄物問題を素材として」村田彰先生

還暦記念論文集編集委員会編『現代法と法シス

テム』酒井書店、p.579-596、2014年。　

・畑山敏夫他編『ポストフクシマの政治学』法律文

化社、2014年。

・山本長次「『リコー三愛グループ創始者・市村清

と佐賀』（岩田書院、2014年）を刊行して」佐賀

地域経済研究会にて、於、佐賀大学、2014年5月

21日

・山本長次「市村清の経営思想」日本経済思想史

学会にて、於、慶應義塾大学、2014年7月12日

・山本長次「佐賀県における地域ブランド化の推

進―伊万里の和牛の事例を中心に―」佐賀地域

経済研究会にて、於、伊万里市役所、2014年7月

16日

・佐賀県立博物館・森永太一郎展・食のフォーラム

「和菓子と西洋菓子の出会い」におけるコーディ

ネーターと森永太一郎の森永製菓の創業に関す

る報告、於、佐賀県立博物館、2014年8月2日

・山本長次「市村清のリコー三愛グループの諸事業

と佐賀」第4回在来知歴史学国際シンポジウムin

佐賀にて、於、佐賀大学、2014年10月27日（報

告内容は『ISHIK2014』186-191頁に所収）

（学会発表）

・富田義典：社会政策学会「セッション　新日本窒

素の労使関係・労働運動の諸相」のコーディネー

タおよび発表（中央大学）2014年、5月31～6月

1日

＜学生＞

・経済学部戸田ゼミナール他『コミュニティ・キャ

ンパス佐賀　プロジェクトＤ報告書2014年度』

（2015年3月）

・小脇愛理「川内原発における原子力安全協定の

問題」、卒業論文

・長瀬晋太郎「3.11前後における原子力安全協定

の比較」、卒業論文

・松永伸一「原子力安全協定をめぐる理論状況」卒

業論文

・一ノ瀬朱音「大学生による提案型まちづくりに関

する考察～『地域活性化プランコンテスト』を事

例として～」、卒業論文

・荒木拓也「地方都市における大型商業施設の

盛衰と地域経済～福岡県大牟田市を事例として

～」、卒業論文

・山本ゼミ「佐賀県の道の駅」全九州学生商経ゼミ

ナール大分大学大会、2014年11月29日・30日
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Ⅰ.プログラムの概要
■事業実施主体：

医学部地域医療支援学講座（寄附講座）、医学

部社会医学講座予防医学分野）

■連携部局：農学部生物環境科学科地域社会

開発学コース、全学教育機構インターフェース

「地域・佐賀学コース」

■取り組む地域課題：

・「へき地」医療人材の育成

・離島や山間地域の保健医療とＱＯＬの向上

■連携プロジェクト：Ａ

■連携自治体等：

佐賀県、佐賀市、唐津市、唐津赤十字病院、唐津市消防本部、佐

賀県医療センター好生館、佐賀市富士大和温泉病院、佐賀市三

瀬診療所

■教育カリキュラム：

・自治医科大学・佐賀大学・長崎大学合同夏期実習

・地域枠入学生特別プログラム

「佐賀県内基幹病院・中核病院実習」

「地域医療セミナー」

・「地域医療実習」

・インターフェース

「地域・佐賀学コース」：地域創成学プログラム

■主なＰＢＬ・ＳＬ型教育の地域とテーマ（自治体別）：

佐賀県：

・佐賀県内の離島および山間部地区における宿泊

型の地域医療実習の企画・支援

・離島及び山間部における医療対策、必要な資源

について講義

・唐津赤十字病院、唐津河畔病院、佐賀県医療セ

ンター好生館における防災対策と緩和ケア医療

実習の企画調整

佐賀市：

・富士大和温泉病院、三瀬診療所における山間部

地域医療実習の施設提供と講義

実施代表者
杉岡　隆

（医学部・教授）

離島・山間地域における保健医療と
QOL向上のための人材育成プロジェクト

プロジェクト

E

唐津市：

・小川島、加唐島、馬渡島における離島実習の企

画・支援

・離島医療対策、原子力災害への防災対策につい

ての実習企画・支援

・地域の緩和ケア医療対策についての実習企画・

支援
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Ⅱ.平成２６年度の活動
佐賀県、佐賀市、唐津市：

■地域枠入学生による早期臨床体験実習

「9/1-5 地域枠入学生特別プログラム「佐賀県内

基幹病院・中核病院実習」」

医学部地域枠特別入学生

・「佐賀県内基幹病院・中核病院実習」（25名）

連携団体：

佐賀大学病院、佐賀県医療センター好生館、NHO

佐賀病院、NHO嬉野医療センター、唐津赤十字病

院、唐津市民病院きたはた、佐賀市立富士大和温

泉病院、太良町立病院、伊万里有田共立病院、小

城市民病院、大町町立病院、織田病院（鹿島市）、

江口病院（小城市）、ひらまつ病院（小城市）、佐賀

記念病院（佐賀市）、ふじおか病院（佐賀市）

活動内容：

佐賀県内の地域基幹病院・中核病院で、１週間

の参加型実習を行った。

成果（学生教育の観点から）：

医学部医学科１年次の早期に、地域の基幹病

院・中核病院で実習を行うことで、地域医療に必要

なスキルと地域のニーズに触れることができ、今後

の学習目標を明確に立てることができた。

■離島及び山間部における地域医療実習と緩和ケ
アへのとりくみ

「8/19-21自治医科大学・佐賀大学・長崎大学 合

同夏期実習」

医学部医学科地域枠入学生

・「自治医科大学・佐賀大学・長崎大学 合同夏期

実習」（13名）

連携団体：

佐賀県医務課、唐津市小川島診療所・加唐島診療

所・馬渡島診療所、唐津赤十字病院、唐津河畔病

院、佐賀県医療センター好生館、佐賀市富士大和

温泉病院、佐賀市三瀬診療所、佐賀市三瀬保健セ

ンター

活動内容：

実習には、自治医科大学学生8名、長崎大学医学

部生2名をあわせた計23名が参加した。学生は4

班に分かれて、唐津市の離島と佐賀市の山間部に

おける僻地医療の現場を2泊3日の行程で見学し

た。学生は自分たちで協議して作成した医療に関

するテーマについて、住民にむけてヘルスプロモー

ションを行った。また、佐賀県の緩和ケアの取り組

みについて、緩和ケア病棟を有する佐賀県医療セ

ンター好生館と唐津河畔病院で実習を行った。

成果（学生教育の観点から）：

将来、佐賀県内の離島や山間部で医療を行うた

めに必要な医療者としてのスキルと地域における

課題、ニーズを知ることができた。また、学生自ら

地域住民にヘルスプロモーションを行うことで、医

唐津市離島での地域医療実習病院実習のまとめ
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療情報を伝えることの難しさとやりがいについて

体験することができた。さらに、「緩和ケア」とは

どのような医療であるかについて、医療者の考え

方や環境整備、考えるべき地域課題について具体

的に学習できた。

■鹿島地区をモデルにした地域診断

「10/1 地域医療セミナー」

医学部医学科　地域枠入学生特別プログラム

・「地域医療セミナー」（8名）

連携団体：

特定医療法人祐愛会織田病院（鹿島市）

活動内容：

佐賀県鹿島市の医療・福祉・介護において主たる

活動をしている祐愛会織田病院理事長　織田正道

氏を招聘し、地域包括ケアの解説と織田病院の取

り組み方について講義をうけた。その情報をもと

に、「住民が健康に安心して暮らすためにどのよう

な街づくりをするか」という課題について、グルー

プワーク形式で街づくりのシミュレーション行っ

た。

成果（学生教育の観点から）：

近年、地域医療において重要な役割をになう

地域包括ケアについて、具体例をもとに概要を理

解することができた。学生自ら「街づくりのシミュ

レーションをすることで、地域に必要な資源や医療

サービスについて深く学習することができた。

Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連する主な学部専門科目

医学部：

 ・Phase Ⅴ「地域枠入学生特別プログラム」

・佐賀県内基幹病院・中核病院実習（担当：杉岡　

隆、福森則男）

・地域医療セミナー（杉岡　隆、福森則男）

・Phase Ⅲ「ユニット 1（地域医療）」（杉岡　隆、

福森則男）

・Phase Ⅳ「臨床実習」（杉岡　隆、福森則男）

・Phase Ⅳ「地域医療実習」（杉岡　隆、福森則

男）

・Phase Ⅴ「臨床系選択科目」

・在宅医療・在宅ケア実習（杉岡　隆、福森則男

他）

・地域包括ケア実習（杉岡　隆、福森則男他）

・地域家庭医療実習（杉岡　隆、福森則男他）

・Phase Ⅰ「生活医療福祉学−医療におけるチー

ムアプローチのあり方−」（堀川悦男）

・Phase Ⅲ「ユニット１２（社会医学・医療社会法

制）」（原めぐみ、市場正良他） 

農学部：

・農村開発学（五十嵐勉）、地域資源学演習Ⅱ（五十

嵐勉・李應喆）、卒業研究

■関連するインターフェース科目

「地域・佐賀学コース」―「地域創成学」プログラム

・地域創成学Ⅰ（地域学入門）

担当：五十嵐勉（全学教育機構）、稲岡　司・辻　

一成（農学部）

・地域創成学Ⅱ（地域コミュニティ論）

担当：五十嵐勉・山内一祥（全学教育機構）

・地域創成学Ⅳ（地域再生論）

担当：五十嵐勉（全学教育機構）、山下宗利・藤永

豪（文化教育学部）

地域包括ケアについて考えるグループワーク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Community Campus Saga
Activation Project



42

Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

 （論文等）

・杉岡 隆,野口 善令,大西 良浩、（福原 俊一監

修）. 診断法を評価する～いつも行っている検査

は有用か？～ シリーズ臨床家のための臨床研究

デザイン塾テキスト７. 認定NPO法人健康医療評

価研究機構. 2014

・Fukumori N, Yamamoto Y, Takegami M, 
Yamazaki S, Onishi Y, Sekiguchi M, Otani K, 
Konno S, Kikuchi S, Fukuhara S. Association 
between hand-grip strength and depressive 
symptoms; Locomotive Syndrome and Health 
Outcomes in the Aizu Cohort Study (LOHAS). 
Age and Ageing, 2014. (in press)

・Hayashino Y, Jackson JL, Hirata T, Fukumori 
N, Nakamura F, Fukuhara S, Tsujii S, Ishii 
H. Effects of exercise on C-reactive protein, 
inf lammatory cytokine and adipokine in 
patients with type 2 diabetes: a meta-analysis 
of randomized controlled trials. Metabolism 
2014;63(3), 431-440.

・坂西 雄太, 原 めぐみ, 福森 則男, 草場 鉄周, 

田中 恵太郎, 杉岡 隆. わが国のプライマリ・

ケア医のトラベラーズワクチンの接種状況、接

種推奨の割合と関連因子. 日本渡航医学会誌, 

2014;7(1):13-18.

・坂西 雄太, 原 めぐみ, 福森 則男, 草場 鉄周, 田

中 恵太郎, 杉岡 隆, 日本プライマリ・ケア連合

学会ワクチン・プロジェクトチーム. わが国のプ

ライマリ・ケア医の定期接種および任意接種ワ

クチンの接種状況、接種推奨割合および接種推

奨の障壁. 日本プライマリ・ケア連合学会雑誌, 

2014; 37(3): 254-259.

・坂西 雄太, 福森 則男, 杉岡 隆. 【へき地医療を

考える-日本のへき地を支えるプライマリ・ケア

医の重要性-】 保健・行政　北海道の幌加内町

でのワクチン公費全額助成導入と啓発活動. 治

療,2014;96(1):66-68.

 （講演等）

・杉岡　隆. 臨床研究の基本：臨床研究の道標に

沿って. 第31回日本TDM学会学術大会, 東京. 

2014年5月31日.

・Fukumori N, Eguchi H, Tokutomi J, Naito 
Y, Sakanishi Y, Yamashita S, et al. The 
difference of the characteristics of new 
patients visiting a Japanese emergency 
hospital between at night and daytime: 
a cross-sectional study. The 37th Annual 
Meeting of Society of General Internal 
Medicine. San Diego, USA. 2014.4.23-276

・福森 則男. 地域総合医療を目指して. 松梅健康

フォーラム. 2014年9月20日.

・倉田 毅,徳島 緑,福森 則男,山下 秀一,杉岡 隆,木

須 達郎. 佐賀大学病院附属の公立病院内サテ

ライト診療センターにおける総合内科医育成お

よび地域医療連携の試み. 第53回全国自治体

病院学会.2014年10月30日-31日.

＜学生＞

・坂井 ひかり, 山崎 温詞, 江口 紘平, 牛島 宏貴, 

龍 知歩. .2014年度自治医科大学・佐賀大学・

長崎大学合同夏期実習 学生健康講話「高血圧っ

て危険？？」. 唐津市加唐島診療所.2014年8月

19日.

・池内 理一郎, 貞島 健人, 橋口 公輔, 古賀 俊介, 

松浦 洋. 2014年度自治医科大学・佐賀大学・長

崎大学合同夏期実習 学生健康講話「高血圧」. 

唐津市小川島診療所.2014年8月19日.

・牛草 淳, 荻野 祐也, 澁木 祥太, 小路 梓, 荒巻 

芽生. 2014年度自治医科大学・佐賀大学・長崎

大学合同夏期実習 学生健康講話「熱中症を予

防しよう」. 唐津市馬渡島診療所.2014年8月19

日.

・田代 卓, 前山 元, 古賀 文崇, 元村 晃大, 小金丸 

三璃, 武富 映典, 江頭 志穂, 松永 明紗. 2014
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年度自治医科大学・佐賀大学・長崎大学合同夏

期実習 学生健康講話「熱中症」. 佐賀市三瀬保

健センター.2014年8月19日.
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Ⅰ.プロジェクト概要
■事業実施主体：工学系研究科

■連携部局：全学教育機構インターフェース

「地域・佐賀学コース」、農学部生物環境科学

科地域社会開発学コース、医学部地域医療支

援学講座、文化教育学部人間環境課程、全学

教育機構・デジタル表現技術者養成プログラ

ム、産学・地域連携機構（ゆっつら～と館）

■取り組む地域課題：

・中心市街地の活性化

・まちなか再生

・歴史的環境の再生と保全

■連携プロジェクト：Ａ、Ｊ、Ｌ

■連携自治体等：

佐賀市、小城市、唐津市、嬉野市、鹿島市、ＮＰＯ法人まちづくり

機構ユマニテさが、ＮＰＯ法人肥前浜宿水とまちなみの会、いき

いき唐津株式会社

■教育カリキュラム：

・インターフェース

　「地域・佐賀学コース」：地域創成学プログラム、

・理工学部「建築・都市デザイン・プログラム」における PBL/

SL 型フィールドワーク、Community based learning

■主なＰＢＬ・ＳＬ型教育の地域とテーマ（自治体別）：

佐賀市：

・地域イベント（ライトファンタジー）への参画によ

る地域活性化まちづくり活動の体験学習

・まちの間プロジェクト「佐賀よかとこの家」を通

した中心市街地における学生の居場所づくり

鹿島市：

・鹿島市民会館（仮称）整備への参画を通した地域課

題の理解と地域交流施設の計画・設計技術の習得

・肥前鹿島駅前広場の計画

・歴史的町並みの利活用に関する空間調査および

提案

・歴史的町並みにおける住民共創型防災まちづくり

実施代表者
三島　伸雄

（工学系研究科・教授）

地域空間再生デザイン・プログラム
プロジェクト

F

嬉野市：

・新幹線敷設に伴う温泉新駅周辺まちづくり

・温泉街まちめぐりに向けた空間活用提案

小城市：

・公的施設空間の計画支援
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Ⅱ.平成２６年度の活動
佐賀市：

■地域イベント（ライトファンタジー）への参画に
よる地域活性化まちづくり活動の体験学習

「「２０１４ サガ・ライトファンタジー」6/12 第1

回佐大・西九大合同協議会、8/5 佐大・西九大合

同オリエンテーション、9/18・22 アイディア会議、

10/10 打合せ、10/18・19 電飾設置、10/24・28 

最終確認 10/29 点灯式参加」

理工学部都市工学科

・建築・都市デザイン特別講義（まちなか再生プロ

ジェクトⅠ）（28名）

・建築・都市デザイン特別講義（まちなか再生プロ

ジェクトⅡ）（18名）

連携学生サークル：

√佐大

連携団体：

佐賀市、NPO法人まちづくり機構ユマニテさが

活動内容：

佐賀市における地域ぐるみの一大イベントである

ライトファンタジーに参画し、LEDによるまちなか照

明の一部を担当し、その企画・デザインを行う。具体

的には、まちなかの店舗や樹木などをLED照明で飾

り付けする。西九州大学との共同プロジェクト。

成果（学生教育の観点から）：

・樹木や店舗におけるLED照明の方法を知ること

ができた。

・まちなかの公共空間におけるLED照明の限界

（できないこと）などを知ることができた。

・佐賀市中心市街地活性化に関わる具体的な取り

組み（ソフト事業）を知ることができた。

■まちの間プロジェクト「佐賀よかとこの家」を通
した中心市街地における学生の居場所づくり

「12/3佐賀市魅力発掘事業シンポジウム」

理工学部都市工学科

・建築・都市デザイン特別講義（まちなか再生プロ

ジェクトⅡ）（6名）

連携団体：

NPO法人まちづくり機構ユマニテさが

活動内容：

佐賀市中心市街地を対象として、学生が行きた

い佐賀のまちなか空間創出に向けたまちなか調査

を行った成果物を作成し、まちの間３号「佐賀よか

とこの家」の１階で、住民に対する成果発表とディ

スカッションを行った。

成果（学生教育の観点から）：

・ビジネスプランコンテストに参加して、まちづくり

の観点からのビジネスプラン作成に関して学習

することができた。

・学習成果を「学生からみた佐賀の行きたいまち

なかマップ」ならびに「まちなか魅力創出プラ

ン」としてまとめるなど、成果物共有の方法を学

習することができた。

・地域住民と議論することにより、住民からみたま

ちの課題を実感することができた。

学生の発表LED照明のデザイン制作と点灯
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■コミュニティデザインカフェ

「1/29 第１４回コミュニティデザインカフェ」

理工学部都市工学科

・建築都市デザイン演習Ⅱ（12名）

連携学生サークル：

コミュニティデザインクラブ

活動内容：

木材は、低炭素社会の実現に向けた最も有効な

建設材料として着目されている。本コミュニティデ

ザインカフェでは、「木質による建築デザインの未

来」と題して、二部構成で講演会と学生作品の講評

会を行った。第一部では、佐賀県の重要産業の一

つである林業にも資するものとして「流通材を用い

た中大規模木造建築の構造デザイン」について稲

山正弘・東京大学教授に講演をいただいた。また、

稲山正弘教授と建築家赤松佳珠子氏のコラボレー

ション対談を交えながら、「木質による建築デザイ

ンの未来」について語り合った。第二部では佐賀

大学３年生の演習課題「地域に根ざす小学校」の

発表・講評を行った。大学内外から合計54名の参

加があった。

成果（学生教育の観点から）：

・流通材による最先端の中大規模構造設計につい

て学んだ。

・PBLによる課題制作の成果物の質を高めること

ができた。

・「地域に根ざす小学校」を課題として、夏休みか

ら、出身小学校および地域の調査、学校建築の

企画、計画、設計に取り組んで来た成果をまと

め、その成果物を公開で発表し、学外の建築家

や地域の人たちから質問・意見を受けることによ

り、自分のデザインのよい点や問題点を学内講

評とは異なる視点で認識することができた。

鹿島市：

■グローバル社会における文化多様性と歴史的環
境の保全活用

「7/31-8/3環アジア国際セミナー」

理工学部都市工学科

・建築・都市デザイン特別講義（環アジア国際セミ

ナー）（12名）

連携団体：

鹿島市、NPO法人肥前浜宿水とまちなみの会

韓国交通大学(10名)、カザフ建築アカデミー(4

名)、タマサート大学（10名）

活動内容：

重要伝統的建造物群保存地区を２地区有する佐

賀県肥前浜宿において、日本・韓国・タイ・カザフ

スタンの研究者および学生が泊まり込みで現地調

査を行い、当該地区の歴史的環境の保全活用に向

けた提案の作成作業ならびにその成果物の発表を

行った。学生たちは英語でのコミュニケーションに

苦労しながらも建築・都市デザイン特有の技術で

あるスケッチを交えながら、グループ作業で対象地

に対するデザイン提案の作成に取り組んだ。

学生の発表の様子 学生のディスカッション風景

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Community Campus Saga
Activation Project
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成果（学生教育の観点から）：

特に歴史的環境の保全・再生に関して地域に公

開した学生提案発表・シンポジウムにおいては、日

本・韓国・タイ・カザフスタンの研究者のみならず

鹿島市周辺の地域住民を交えた議論を行うことに

より、地域課題の理解のために必要な作業を具体

的に実践して学習することができた。

観光資源活用に向けた地域密着型の国際交流を

図ることができ、佐賀大学と地域社会および行政

との強力なコラボレーションによる国際交流も交

えた地域課題解決に向けた成果の一端となった。

■肥前鹿島駅前広場の計画

「9月／打合せ・現地視察、11月／事例視察　

12月-1月／デザイン提案」

理工学部都市工学科

・卒業研究（4名）

・修士研究（3名）

連携団体：

鹿島市

活動内容：

地域特性を活かした駅舎・駅前広場の将来像へ

向け、JR肥前鹿島駅周辺を対象とした地域拠点施

設の計画・デザインの検討の一環で、駅前公衆トイ

レの計画・デザイン監修に携わった。

成果（学生教育の観点から）：

・平成27年3月に竣工予定の肥前鹿島駅前公衆ト

イレの外観デザインの一部やサイン計画に携わ

ることで、アイデアが実物の施工にどのように反

映されるかを実践的に経験することができた。

・学内での課題と異なり、素材の選定や納まりなど

技術的な検討についても経験した。

■歴史的町並みにおける住民共創型防災まちづく
り（肥前浜宿）

「7/8　住民説明、8/18 区長会説明およびヒアリ

ング、9-12月 現地調査」

理工学部都市工学科、知能情報システム工学科、電

気電子工学科

・卒業研究（４名）

・修士研究（３名）

連携団体：

鹿島市、NPO法人水とまちなみの会

活動内容：

歴史的町並みの多くは、狭隘な道路添いに木造

の伝統的建造物が建ち並び、通常の防災は景観保

存上好ましくなく、災害に脆弱である。また、高齢

者等の災害時要援護者も多く居住し、住民の意識

や行動力も十分でない。そこで、その歴史的町並み

における住民共創型防災まちづくりに資するため、

佐賀県鹿島市肥前浜宿を対象に、ICT利活用型防

災デザインに関する研究活動を行っている。なお、

この取り組みは、本年度よりJSPS二国間交流事業

（相手国韓国）に採択された。

成果（学生教育の観点から）：

・歴史的町並みである対象地区における防災性能

上の問題点について、住民説明会、ヒアリングな

どを通して理解することができた。

・現地調査を通して、建物倒壊による避難経路の

閉塞などの問題を理解することができた。

・歴史的町並み保存における防災という観点につ

いて、理解を高めることができた。

現地視察の様子外観デザイン提案
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嬉野市：

■新幹線敷設に伴う温泉新駅周辺まちづくり

「11/12 事前打ち合わせ、11/27 嬉野温泉駅周辺

まちづくり委員会準備会への参加と議論、2/6 現

地見学および嬉野温泉駅周辺まちづくり委員会へ

の参加と議論」

工学系研究科都市工学専攻

・都市工学コロキウム（1名）

連携団体：

嬉野市

活動内容：

現在工事が進行している長崎新幹線の新駅（嬉

野温泉駅）周辺区画整理事業区域のまちづくりの

委員会を傍聴し、これからの新駅周辺整備につい

て勉強した。

成果（学生教育の観点から）：

・まちづくりの委員会がどのように勧められるの

か、また、その中で具体的に整理しておくべき事

項などを学習することができた。

・現実のまちづくりプロジェクトについて理解を深

めることができた。

小城市：

■公的施設空間の計画支援

「9月 現地との打合せ／現地調査

10月～ 先進地調査

11月～ 計画案検討

3月 提案の取りまとめ」

理工学部都市工学科4年生（5名）

連携団体：

小城市

活動内容：

小城市小城公園等において人々が集い楽しめる

小規模公的施設の検討に参画した。空間資源の把

握や課題整理、先進事例の収集を行い、地域や担

当部局との連携による計画・設計提案に向けた作

業を行った。

成果（学生教育の観点から）：

・具体的な地域の公的施設の要求やその計画課

題、また同様の他の先進事例について学ぶこと

ができた。

・実際に調査や打合せに参加し、一般の演習等で

の取り組みとは異なり、地域の当事者に提案す

ることの難しさ等を理解した。

打合せの様子

施設検討案

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Community Campus Saga
Activation Project
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Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連する主な学部専門科目

・理工学部：図学（三島伸雄・渕上貴由樹），基礎

設計製図演習（後藤隆太郎・田口陽子・渕上貴

由樹），建築都市デザイン演習Ⅰ（後藤隆太郎・

田口陽子・高木正三郎・渕上貴由樹），建築都市

デザイン演習Ⅱ（三島伸雄・平瀬有人・中大窪千

晶・渕上貴由樹、高木正三郎），デザイン手法分析

（平瀬有人・三島伸雄・後藤隆太郎・田口陽子・

小島昌一・中大窪千晶・渕上貴由樹）, 建築・都

市デザイン特別演習Ⅰ（三島伸雄）, 地域デザイ

ン特別演習（後藤隆太郎・田口陽子）, 建築環境

設計特別演習（小島昌一・中大窪千晶）建築・都

市デザイン特別講義（三島伸雄・後藤隆太郎・田

口陽子・平瀬有人・渕上貴由樹）

Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

（論文等）

・三島伸雄：Nobuo Mishima, Naomi Miyamoto, 
Yoko Taguchi, Keiko Kitagawa, Analysis of 
current two-way evacuation routes based 
on residents'  perceptions in a histor ic 
preservation area, International Journal of 
Disaster Risk Reduction VOL.8, 10-19, 2014.6

（講演）

・三島伸雄：Prof. Nobuo Mishima, Special 
Lecture: An analysis of evacuation routes 
for a traditional town considering its street 
blockade. International Symposium on 
Lowland Technology. 佐賀大学、2014年9月

29日

・三島伸雄：「実験住宅まちの間の取り組み」、ネッ

トワーク活動推進会議、佐賀市民会館、2015年

2月23日

（報告書等）

・平瀬有人・三島伸雄：環アジア国際セミナー[日・

韓・タイ・カザフ]報告書、2015.1.

・三島伸雄・渕上貴由樹：鹿島市民会館（仮称）建

設基本構想・基本計画、鹿島市、2015.3.（受託

研究）

・平瀬有人：「JR肥前鹿島駅前公衆トイレ新築工事

デザイン監修」2015.1　私家版

・後藤隆太郎・田口陽子：「（仮）小城公園おもて

なし茶屋整備構想の策定に向けた調査研究」

2015.3.（受託研究）

・後藤隆太郎・田口陽子：「ありたそだち　ヒト・モ

ノ・場所の相互連携型デザイン」2015.2. 私家

版

＜学生＞

（国際会議・学会等発表）

・日高祐太朗：Yutaro Hidaka, Nobuo Mishima, 
Hiroshi Wakuya, Yasuhisa Okazaki, Yukuo 
Hayashida, Keiko Kitagawa, Sun-gyu Park, 
Yong-sun Oh, Probability of street blockade 
for disaster prevention design of a traditional 
town with local heritages. Proceedings of 
1st International Symposium on ICT-based 
Disaster Prevention Design, 35-37, 2015.2.

（卒業研究）

・古賀智之：「地域イベントへの参画による学生教

育プログラムに関する研究   −ライティングプ

ロジェクトに焦点をあてて−」、平成２６年度佐

賀大学理工学部都市工学科卒業論文

・垂永晶憲：「歴史的町並みにおける団体受け入れ

民宿事業の導入可能性について　　−鹿島市肥

前浜宿における社会実験−」、平成２６年度佐賀

大学理工学部都市工学科卒業論文

・日高祐太朗：「直下型地震時の伝統的建造物倒

壊特性を考慮した歴史的町並みの道路閉塞確

率」、平成２６年度佐賀大学理工学部都市工学科

卒業論文

・馬渡忠明：「近隣住民の苦情からみた公園内迷

惑行為と公園立地環境との関係　−佐賀市住区

基幹公園を中心にした現状分析−」、平成２６年
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度佐賀大学理工学部都市工学科卒業論文

・松本勝治：「畜冷効果を活かした微気候形成に資

する立体駐車場内部空間の熱環境把握」、平成

２６年度佐賀大学理工学部都市工学科卒業論文

・山之上雄上「佐賀平野における地中熱利用のた

めの土の熱物性基礎研究」、平成２６年度佐賀

大学理工学部都市工学科卒業論文

・山口拓人：「現代日本における小規模公園建築の

外観表現」、平成２６年度佐賀大学理工学部都

市工学科卒業論文

・溝田早希：「有明海沿岸平野部における草屋根

葺きの技術・材料・担い手の現状と課題」、平成

２６年度佐賀大学理工学部都市工学科卒業論文

・仲浩慶：「記憶を辿る坑」、平成２６年度佐賀大

学理工学部都市工学科卒業制作

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Community Campus Saga
Activation Project
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Ⅰ.プロジェクト概要
■事業実施主体：

アグリ創生教育研究センター、医学部

■連携部局：文化教育学部教育実践総合セン

ター、農学部応用生物科学科生物資源開発学

講座

■取り組む地域課題：

・アグリ医療やセラピー教育の開拓と普及

・機能性食品の開発とそれに関わる人材の育

成

■連携プロジェクト：Ｈ、Ｋ

■連携自治体等：佐賀市

■教育カリキュラム：

・遺伝資源フィールド科学実習

■主なＰＢＬ・ＳＬ型教育の地域とテーマ（自治体別）：

佐賀市：

・アグリ資源の新しい活用を図るための人材育成教育プログラム

作成

・ほ場のユビキタス化による、障がい者、家畜、支援者等の行動

の遠隔追跡、モニタリング等の科学的実施

実施代表者
上埜　喜八

（農学部・准教授）

アグリ資源の多様性を活用したアグリ医療
及び機能性食品の開発プロジェクト

プロジェクト

G

ストレス評価法の開発に関する実習
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Ⅱ.平成２６年度の活動
佐賀市：

■アグリ医療開発効果の判定

「6/26、7/10、17、24、10/7、10、14、21、1/6、9、

13、20、2/3 ストレス評価法の開発に関する実習」

農学部生物環境科学科資源循環生産学コース

・資源循環フィールド科学実習（6名）

・フィールド科学基礎実習Ⅱ（30名）

農学部応用生物科学科

・フィールド科学基礎実習Ⅱ（31名）

活動内容：

園芸療法や動物介在療法に関する講義及び各療

法の体験、様々な評価法による効果の判定を行っ

た。

成果（学生教育の観点から）：

アグリ医療に関する取り組みについて教育に活

用した。

以下の演題で発表を行った。

・佐賀大学農学部附属アグリ創生教育研究セン

ターにおけるアグリ医療関連の取り組み．○森田

由佳¹,²(1.佐賀大学農学部、2.佐賀大学大学院医

学系研究科)

■発達障害児支援プログラム開発

「8/29発達障害児との農業体験・動物とのふれあ

い体験」

・文化教育学部（4名）

・農学部生物環境科学科資源循環生産学コース（2

名）

活動内容：

アグリセラピーの一環として、特別支援学校の

生徒（発達障害児）を対象に、家畜とのふれあい体

験、野菜の収穫および種まき体験を実施した。

成果（学生教育の観点から）：

参加学生は、セラピーの対象となる子どもたちと

共に活動を行うことで、発達障害児支援のための

新たな学習題材の選定や支援プログラム開発に向

けた貴重な体験をした。

■作業療法学専攻学生の現場視察と講義の実施

「10/4・11/29 西九州大学プロジェクトＨ連携事

業（アグリセンター視察、講義）」

西九州大学リハビリテーション学部リハビリテー

ション学科作業療法学専攻（2年生）

・基礎作業学演習Ⅳ（園芸）（延べ83名）

野菜の収穫体験

アグリセンターの現場視察動物介在療法に関する効果の判定
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活動内容：

園芸療法の授業の一環として、西九州大学の学

生が参加し、アグリセンターの現場視察、動植物と

の触れ合い体験を含む現場講義を行った。

成果（学生教育の観点から）：

参加学生は、アグリセンターを利用した園芸療法

ガーデン造成設計図を作成し、障害者を対象とし

た医療的なリハビリテーションにつながる可能性

について検討した。

■福祉施設との取り組み

「①10/20福祉施設事業者との意見交換

②11/10福祉施設事業所視察」

連携団体：

①社会福祉法人 若楠、グリーンファーム山浦、み

のり福祉会、スローWORK大和

②社会福祉法人 若楠、グリーンファーム山浦、株

式会社 どんぐり村

活動内容：

①佐賀県内の障害者福祉施設事業者と就労支援事

業における協力体制について意見交換を行った。

②佐賀県内の福祉事業所を視察し、事業の実施内

容を確認した。

成果（学生教育の観点から）：

①就労支援施設での活動に学生ボランティアの参

加が可能であり、実際の現場を体験できる体制

が構築可能であることを確認した。

②就労支援事業の現場を視察し、学生ボランティ

アや農業における技術支援などの協力体制にお

ける詳細な検討を行った。

■アグリセラピーの展開を目指した高大連携への

基盤づくり

「5/15　太良高校での認知症サポーター養成講

座開催」

連携団体：

佐賀県立太良高校 （主担当  同校教諭  南  一也氏）

活動内容：

佐賀県、佐賀大学などが共同で行っている産学

官連携協定事業「認知症総合サポート事業」にお

ける認知症サポーター養成講座を同校で開講し、

アグリセラピーについて紹介を行った。その過程

で、同校校長をはじめ関係する教員と協議を行い、

アグリセラピーの利用対象者として、発達障害を有

する生徒の見学や実習の可能性を検討した。

成果（学生教育の観点から）：

発達障害を有する生徒のアグリセンターでの実

習や訓練の可能性が複数例においてみられること

が明らかとなったほか、生徒自ら動物とのふれあい

を希望する例もみられることが明確となった。具

体的例として、書字障がいを有する生徒のアグリセ

ンターでの訓練計画の策定が開始された。検討の

中での問題点として、太良高校及び生徒の居住地

からアグリセンターへの移動における保護者の理

解・了承と具体的移動方法の確保が必要である。

■医学部医学科におけるアグリセンターにおける

実習の実施

「平成26年12月から1月　週１回　計４回」

連携団体：

佐賀大学医学部医学科106名

活動内容：

医療心理学・生活と支援技術合同実習として、医

学科1年生が4グループに分かれて「鏡映描写にみ

られる大脳半球間の機能的転移」をテーマにアグ

リセンターに於いて実習を行った。実習では、鏡映

描写装置を持ち込み、データ取得と分析を目的とし県内の障害者福祉施設事業者との意見交換
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た。実習開始前にはアグリセンターの見学の時間

を設けた。

成果（学生教育の観点から）：

動物介在療法、園芸療法への理解と、農村や山

村での往診や地域医療の展開を想定しての、現場

におけるデータ収集や分析の問題点について理解

を深めることができた。

■アグリ医療における広報活動

「7月～8月 子ヤギの名付け親募集」

活動内容：

アグリセンターで誕生した子ヤギの名付け親を

学内、佐賀県内の学校、施設、事業所などに広く募

集し、選考により名前を決定した。

成果（学生教育の観点から）：

学内外にCOC事業とアグリセラピー開発プロ

ジェクトを周知することができた。特に学内の認知

度が上がることで、全学的な学生教育への取り組

みにつながった。

■機能性食品に関する研究発表

「11/15 茶に関する学会、研究会の開催」

農学部応用生物科学科

・植物代謝解析学実験I（4名）

・植物代謝解析学実験II（4名）

連携団体：

佐賀大学茶の文化と科学研究所、佐賀•茶学会

活動内容：

茶に関する研究発表会で、佐賀大学農学部およ

び西九州大学の学生が参加し、機能性食品に関す

る研究発表を行った。

成果（学生教育の観点から）：

以下の３演題で学生が口頭発表を行った。プレ

ゼンテーションのみでなく，地元企業との連携に

よる機能性食品開発研究に携わる貴重な経験をし

た。

１）ヒシ茶の機能性化粧品素材としての有用性、

○大曲希実、安田みどり、浜島弘史、柳田晃良

（西九州大学・健康栄養学部）

２）茶の発酵とポリフェノール成分、○月足明紀、

山木隆徳、梅井聡子、石丸幹二（佐賀大学農学

部）

３）日本酒をベースとしたお茶リキュール ○山田　

和¹)、横田満郎²)、田尻泰浩³)、後藤厳寛⁴) 、佐

藤三郎⁴) 、石丸幹二¹) (¹佐賀大学農学部、²横田

茶園、³松浦一酒造株式会社、⁴佐賀大学産学•地

域連携機構)

Ⅲ.授業科目・担当者一覧
■関連する主な学部専門科目

・農学部：

資源循環フィールド科学実習（上埜喜八、江原

史雄、福田伸二、松本雄一）、フィールド科学基

礎実習I（上埜喜八、江原史雄、福田伸二、松本

雄一）、フィールド科学基礎実習II（上埜喜八、江

原史雄、福田伸二、松本雄一）、実験生物環境保

全学（上埜喜八、江原史雄、福田伸二、松本雄一

ほか）、資源循環生産学概説（上埜喜八、江原史子ヤギの名付け親募集チラシ
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雄、福田伸二、松本雄一ほか）、科学英語（上埜喜

八、江原史雄、福田伸二、松本雄一ほか）、資源

循環フィールド科学演習I（上埜喜八、江原史雄、

福田伸二、松本雄一）、資源循環フィールド科学

演習II（上埜喜八、江原史雄、福田伸二、松本雄

一）、卒業研究（石丸幹二、上埜喜八、江原史雄、

福田伸二、松本雄一ほか）、植物代謝解析学実験

I・Ⅱ（石丸幹二）

食料と生活I

・医学部：医学科　医療心理学・生活と支援技術　

合同実習（堀川悦夫、坂本麻衣子）

■関連するインターフェース科目

「生活と科学コース」−「食料と生活」プログラム

・食料と生活Ⅰ（食料の生産と課題）

担当：江原史雄、福田伸二、松本雄一、鄭紹輝

（農学部）

Ⅳ.関連する主な教育・研究・社会
貢献業績

＜教員＞

（論文等）

 ・Rahmawati S. I., K. Ishimaru, De-X. Hou, N. 
Hayashi: Antioxidant activity and phenolic 
content of mistletoes extracts following high-
temperature batch extraction.Food Science 
and Technology Research, 20、201-206,2014

 ・Nishikawa. K., K. Ishimaru, T. Fujioka, M. 
Goto, Y. Imahori, N. Tanaka： Secondary me-
tabolites in the rhizomes of diploid and tetra-
ploid gingers (Zingiber officinale Roscoe). Food 
Preservation Science, 40、65-69, 2014

 ・Rahmawati S. I., K. Ishimaru, De-X. Hou, 
N. Hayashi： Antioxidant and anticancer ac-
tivities effect of a tea mistletoe prepared by 
high-temperature. Extraction with cyclodex-
trin. Bulgarian Journal of Agricultural Sci-
ence, 20、818-823, 2014

・中山秀幸、中園陽子、八ヶ代一郎、石丸幹二：

玄徳茶の成分解析，日本食品化学学会誌、21、

195-198, 2014

・石丸幹二：佐賀大学における食の取り組み．栄養

教諭、2014/Spring、70-75, 2014

・石丸幹二：ポリフェノール誘導体及びそれの産生

方法，特許5641494号，2014

（講演等）　

・石丸幹二：講演「微生物発酵と茶成分」、佐賀県

製薬協会技術者研究部研修会，2014.4.19

・石丸幹二：講演「微生物制御発酵茶とテアデノー

ルの機能性」、徐福フロンテイアラボ研究会，

2014.7.25

・石丸幹二：講演「ポリフェノール研究の今とこれ

から」、日本生薬学会第61回年会シンポジウム

講演，2014.9.13

・石丸幹二：講演「新しい茶製品」、忠北大学(韓

国)，2015.1.30

＜学生＞

・山田和：「日本酒をベースとする紅茶リキュール

の開発」、平成26年度佐賀大学農学部植物代謝

解析学分野　卒業論文

・森田由佳：「佐賀大学農学部附属アグリ創生教育

研究センターにおけるアグリ医療関連の取り組

み」、コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベー

ション・プロジェクト佐賀大学ＦＤ・ＳＤ研修会

・江藤咲月：「ヒトとの接触時期がトカラヤギの親

和性構築に及ぼす影響」、平成26年度佐賀大学

農学部家畜医療応用学分野　卒業論文

・岡部 誠：「成ヤギの記憶力の検証」、平成26年

度佐賀大学農学部家畜医療応用学分野　卒業論

文

・陣内さくら：「牛群内における社会的順位に影響

する要因の解析」、平成26年度佐賀大学農学部

家畜医療応用学分野　卒業論文

・山西可菜：「異なる温度環境における日陰の有無

がウシのストレス状態に及ぼす影響」、平成26

年度佐賀大学農学部家畜医療応用学分野　卒業

論文
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地域志向教育研究経費採択事業一覧

平成26年7月「地（知）の拠点整備事業 コミュニ

ティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェ

クト」の取り組みとして地域志向教育研究経費の

公募を行いました。本経費は、地域を志向する教

員の教育・研究・社会貢献活動を支援し、大学全体

の地域志向型教育研究を活性化させるための経費

で、以下の15件が選定されました。

■各事業の内容と成果

１．柿原　奈保子／医学部看護学科　（Ａ）

「佐賀県内における地域医療を支える外国人看護

師の人材育成（インドネシア人看護師の資格取得を

含む国際交流事業）」

（目的及び計画）

鹿島市の中核病院で研修を受けている6名のイ

ンドネシア人看護師の学習支援を行い日本の看護

師免許取得をサポートする。また、6名のインドネシ

ア人看護師に看護学科の国際保健看護論等で、海

外における看護制度や看護師の役割について講義

してもらい、地域医療の向上と学生の国際的な視

野の向上を目指す。平成26年7月下旬から看護学

科の教員1名、および海外に留学経験のある大学

院生1名が、鹿島市の中核病院で毎週1回程度（1回

につき3時間程度）学習支援を実施する。

（教育・研究・社会貢献における成果）

外国人看護師候補生への学習支援は，各受け入

れ施設の裁量に任されており、教員が系統的に教

育する取り組みは全国的にも初めてのことであっ

た。平成26年7月より、県内で受け入れている外国

人看護師候補生（インドネシア人）に対して看護師

国家試験の受験勉強サポートを実施した。候補生

らは祖国での看護師免許は持っているが、日本の

受験のためには不足している部分が多くあり、効

率的に学習を進めていく支援が必要な状況であっ

た。平成27年2月の国家試験で初合格を目指して

いる。    

（成果物）
・経済連携協定（EPA)による外国人看護師候補生に対

する新たな学習支援, 医学書院「看護教育」P156～

159,  Vol.56, No.2, 2015  

２．中村　隆敏／文化教育学部　（Ａ）

「デジタル動画活用・グローカル連携による観

察・対話を通じた佐賀市中心市街地での課題発見

および課題解決モデルの共創」

（目的及び計画）

佐賀市中心市街地をフィールドに、デジタル動画

を用いた観察及びそのデジタルデータの共有と分

析を基本としたビデオエスノグラフィーを遠隔地間

国際連携で実施し、3日間の街中ワークショップで

まとめて成果を発表する。国内外で汎用手法とな

りつつあるデザイン思考およびビデオエスノグラ

フィーの導入により、ローカル（中心市街地周辺）

を対象フィールドとしつつ、遠隔地間（国内外）の

多様な背景・視点をもつ学生間による価値共創を

実現する。

（教育・研究・社会貢献における成果）

研究により、デザイン思考にはバウンダリーオブ

ジェクトとしての機能が認められ、また、デザイン

思考プロセスが包含する間身体性を基礎に相互主

観性が形成され、それに基づく内発的な共創の開

始が確認された。これらから、デザイン思考はアク

ティブラーニングや共創力を求めるインターフェー

ス科目に適した方法論であることが示された。教

育では、佐賀市中心市街地での課題発見・解決に

取り組み、終了時には学生の中心市街地への関

心・愛着が高まった。課題解決の実践は、次年度、

学生自身が挑戦する。

デザイン思考プログラムでのワークショップ開催風景（旧古賀家）
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（成果物）

【論文】
・松前あかね, 中村隆敏, 堀良彰, 松前進：「インターフェースに

おけるデザイン思考の共創メディア性に関する考察―学際・

国際・地域連携による共創―」, 佐賀大学全学教育機構紀要

vol3, 2015.3

【発表】

・松前あかね, 中村隆敏, 堀良彰, 松前進： 「地方型イノ

ベーションエコシステムにおけるデザイン思考の役割」

イノベーション教育学会年次大会口頭発表, 2015.3

【招待講演】

・松前あかね：「知識共創におけるデザイン思考の活

用」, 北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科セ

ミナー, 2015.2

３． 山田  直子／国際交流推進センター　（Ａ）

「地域活性化コミュニティ・エンゲージメントプロ

グラム」

（目的及び計画）

本学学生及び留学生が、佐賀市山間部（三瀬村）

のコミュニティのニーズに応じた活動に地域住民

と共に従事し、地域の伝統を学びながら地域社会

の抱える課題とその解決方法を探る。本年度は、

学生が継続的にコミュニティで活動し、地域活性

化について住民と学生が共に考えるためのフレー

ムワーク作りを行い、平成27年度より正規のカリ

キュラムとして、サービスラーニング型の日本人学

生と留学生による協習授業「地域活性化コミュニ

ティ・エンゲージメント」科目（インターフェイス・異

文化交流）としての開講を目指す。

（教育・研究・社会貢献における成果）

地域住民との活動により、学生と地域住民との

関係構築のプロセス、地域が求める活動、学生の

学びの質と成果を分析。特に、留学生と日本人学

生、留学生と地域住民の関係構築と共助による

豊かな学びを実証的に研究することができた。

また、学生にとって、学外研修で地域の現状を学

ぶことは、大学で学んだ知識をどのように実社

会に還元するかを考える重要な教育である。さら

に、高齢化・過疎化が進む集落での若者の活動は

「地域のエネルギー」となっており、若者のアイ

デアを得たいという地域ニーズにもマッチした。

４． 徳田　誠／農学部・応用生物科学科　（Ｂ）

「多良山系における希少野生動物の生態に配慮し

た地域環境保全」

（目的及び計画）

多良山系に生息する、ほ乳類では佐賀県で唯一

の天然記念物であるヤマネの詳細な分布や生態

について、農学部応用生物科学科に所属する学生

が多良山系における自然保護活動に携わる佐賀自

然史研究会の会員らとの対話を通じて共同して調

査を実施する。３年間で多良山系の佐賀県側全域

における生息状況および生態を明らかにすること

で、自然保護と地域の産業活動との両立を可能に

する環境保全のあり方を模索する。　

（教育・研究・社会貢献における成果）

佐賀県内においては平成11年にヤマネの生息

が初めて確認された後、生息情報は得られていな

かった。本研究において、佐賀県側におけるヤマネ

の詳細な生息状況を調査した結果、15年間ぶりに

いずれの地点でもヤマネの生息を確認できた。調

査は、佐賀自然史研究会（副島和則会長）の方々と

学生が共同で取り組んだことにより、学生の環境

保全に関する意識が高まり大きな教育成果が得ら

れた。また、平成26年10月には、外部講師を迎え

てヤマネやカモシカに関連した公開講演会を開催

し、学内外の35名の方に参加いただいた。

県内で 15 年ぶりに生息が確認されたヤマネ
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（成果物）

【記事掲載】

・プレスリリース（2015年1月27日）天然記念物（佐賀県

絶滅危惧Ⅰ類）ヤマネの佐賀県内での生息を１５年ぶり

に確認。（１月２７日　ＳＴＳニュース、１月２８日　佐

賀新聞、読売新聞、毎日新聞、西日本新聞において報

道）

【研究発表会】

・徳田　誠・中嶋ひかる・木下智章・副島和則・安田雅俊

（2015年2月7日）多良山系および脊振山系東部の佐

賀県側におけるヤマネの分布状況．佐賀自然史研究会

第２２回総会・研究発表会（佐賀大学）

５．宮本  英揮／農学部・生物環境科学科　（Ｂ）

「農業ＩＣＴを活用した環境保全型低平地農業シ

ステムの構築」

（目的及び計画）

有明海沿岸低平地農業の高度化を図るため、時

間領域透過法(TDT)と呼ばれる最先端の土壌環境

監視技術を利用して農地情報を取得し、それに基づ

く環境保全型低平地農業ICTの確立を試みるとと

もに、開発した技術を効果的に運用できる農業ICT

人材の育成を目指す。平成26年度は，一連の研究

の素地となる、TDTを利用した多項目の土壌環境

監視システムの構築達成を目標に卒業研究の一環

として実施する。

（教育・研究・社会貢献における成果）

TDTを用いて農地環境情報をリアルタイムで取

得し、それらを指標とした低平地土壌の新たな管

理方法を提案することに成功した。教育において

は、本学実習水田に前述のシステムを設置し、「実

験生物環境保全学」履修者に対して、監視システム

およびモニタリングデータの活用法に関する講義・

実習を実施することで、有明海沿岸低平地土壌お

よび地理的・水理条件の特殊性を考慮した低平地

土壌の診断・管理手法の学習機会を設けた。また、

東日本大震災津波被災農地の除塩研究プロジェク

トにTDT技術を提供し、有明海沿岸低平地と類似

した水理条件下にある被災農地の再生支援に取り

組んだ。

（成果物）

【学会発表】

・吉田莉惠, 渡邊真子, 平嶋雄太, 宮本英揮, 重粘土水

田における土壌水分モニタリング, 土壌物理学会, 仙台

市, 2014. 10.

・Masaaki Uemura, Hideki Miyamoto, Markus Tuller, 

Application of Time Domain Transmissiometry for 

Measurement of Moisture Content and Void Ratio 

in a Heavy Paddy Clay Soil, ASA meeting, Long 

Beach, 2014. 11."

６．李  應喆／農学部・生物環境科学科　（Ｂ）

「ラムサール条約と干潟文化の保存・活用・継承

に関する生態人類学的研究」

（目的及び計画）

ラムサール条約の重要な視点であるワイズ・ユー

スに関連して、干潟域の伝統漁撈や食文化に関わ

る干潟文化の保存・活用と、その継承のあり方につ

いて、学生参画型の調査研究を実施し、その成果を

公開講座や有明海―市民の科学講座、まえうみ市

民の会等で報告をして地域に還元する。また、その

過程において学生参画型の教育を推進し、次年度

以降は、学生参画による保存・活用・継承のための

企画を立案し、自らの実践活動を通した地域への

貢献を進める。

（教育・研究・社会貢献における成果）

谷津干潟と荒尾干潟、及び条約登録を目指す三

番瀬干潟と有明海の鹿島地域等での調査を実施

し、いずれの地域でも伝統漁撈や干潟文化の保

存・活用と、その継承のあり方について認識が高い

事が確認できた。また、インターフェース科目「有明

海学Ⅰ」での干潟・湿地の保全と活用についての講

義、及び「地域環境の保全と市民社会Ⅰ」での「う

なぎ塚」復元プロジェクト（鹿島市七浦）への参画

から、七浦地区振興会との協働によるワイズユース

に基づくエコツーリズム振興への展開について検

討を開始。調査地の谷津干潟と荒尾干潟における

ワイズユースの取り組みは、条約登録を目指す鹿島

地域に資料として提案する。
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（成果物）
・講演−五十嵐勉・李　應喆：ラムサール条約と鹿島−順

天湾に学ぶ、まえうみ市民の会8月例会、2014年8月18

日、むつごろう館（佐賀大学干潟環境学習サテライト）

７．鈴木　智恵子／医学部看護学科　（Ｃ）

「看護学生による小児アトピー性皮膚炎予防のた

めのスキンケア教育」

（目的及び計画）

小児のアトピー性皮膚炎は、生後間もない時期

から保湿などの適切なスキンケアを行うことで、発

症率を3割にまで低減することができることが明ら

かになったが、正しいスキンケアの方法が浸透して

いない現状がある。そこで、看護学生をスキンケア

教育の講師として養成後、乳幼児の母親を対象と

して教育を行い、母親の声に反映したスキンケアマ

ニュアルを作成する。次年度以降は、地域や年齢

層も拡げ、学生講師によるスキンケアマニュアルを

用いたスキンケア教育による啓発活動を行う。

（教育・研究・社会貢献における成果）

公募で集まった学生10名にスキンケアの方法の

講義と演習を行い、ともにスキンケア教育プログラ

ムを作成。2月から佐賀市内の公民館等3か所でス

キンケア教室を開催し、親子20組以上に対して講

習を行い、正しいスキンケアの知識と方法を提供し

た。実際に地域の母子と関わることで、学生の地域

貢献へのモチベーション向上へとつながり、今後も

教室を継続して開催することで、地域課題解決に

向けたアクティブラーニングになると思われる。公

民館等からは、すでに次年度の開催要望があり、さ

らなる社会貢献につながるものと考える。

８．戸田　順一郎／経済学部　（Ｄ）

「合併自治体における公共施設の利活用と地域活

性化に関する調査研究」

（目的及び計画）

自治体における公共施設の維持・運営方法につ

いて、小城市牛津町にある保健福祉施設および隣

接の都市公園の利活用策、ならびにそれらをいか

した地域の今後のあり方について、３年生のゼミ

を中心に調査研究を実施する（課題解決型学習

(PBL)）。研究成果は，小城市（市役所もしくは住

民）もしくは公開講座において学生による報告を行

う。平成２７年度は、今年度の取り組みの成果およ

び経験を活かし、平成２６年度同様に自治体から

地域課題に関する研究テーマを受託し調査研究を

実施する。

（教育・研究・社会貢献における成果）

小城市より提案されたテーマ「合併自治体にお

ける公共施設の利活用と地域活性化」について、演

習（3年）において調査研究（課題解決型学習）を

実施した。具体的には、当該施設・地域についての

分析（地域住民・施設利用者へのヒアリング・アン

ケート、地元小学校でのワークショップ、市職員と

のワークショップ等）、先行研究・関連制度に関す

る文献調査、県内外の先進事例に関する文献・現

地調査を行い、同市役所にて報告会を行った。本

調査研究は、小城市役所の「アイル資源磨き」構想スキンケア教室開催風景

「うなぎ塚漁」を体験
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の一環として位置づけられている。

（成果物）
・研究成果報告会（12月11日，小城市役所大会議室A）

・『コミュニティ・キャンパス佐賀 プロジェクトD報告書　

2014年度』（2015年3月）

９．樫澤  秀木／経済学部経済法学科　（Ｄ）

「地域防災と自治体」

（目的及び計画）

地方自治体には防災対策・計画の策定が義務付

けられており、東日本大震災の発生以降は、地域

社会の変容によりさらに緻密な防災対策・計画の

策定とその実効性が求められるようになった。そこ

で、学部の演習を主体に、既存の文献資料の読込

みと論点整理、予備調査を実施し、自治体におけ

る地域防災計画策定の現状調査と課題探究、それ

らをきっかけとした新たな町づくりのあり方・方向

性の萌芽を探る。平成27年度以降は、上記の継続

と対象自治体に関する調査票等の作成、まとめと

公開講座での学生による研究発表を行う。

（教育・研究・社会貢献における成果）

原子力安全協定」及び「原子力防災計画」につい

て、必要な資料を収集し、研究を進めた。また、演

習（４年）において、学生が各地の「原子力安全協

定」について調査し、それを卒業レポートにまとめ

て発表会で発表した。演習（３年）においては、学

生が唐津市役所で、市の担当者から「唐津市原子

力防災計画」に関する説明を伺った。

10．福森  則男

　　／医学部地域医療支援学講座　（Ｅ）

「地域基盤型実習が医学生の地域医療に対するモ

チベーションに与える影響についての検討」

（目的及び計画）

佐賀県内の離島及び山間部の保健・福祉・医療

の現場での地域基盤型実習に参加することで、地

域医療に対する医学生のモチベーションが実習前

後でどのように変化するかを質問紙により調査・研

究する。また、初回調査した学生については毎年度

質問紙に回答してもらい、経年的にどのように変

化するかについても縦断的に研究し、学生の地域

志向性の変化に影響をあたえる要因について検討

する。次年度以降も同様の実習の開催と質問紙調

査を行う。

（教育・研究・社会貢献における成果）

地域医療に対する考え方やモチベーションに関

するアンケートの集計結果から、地域医療実習に

よる参加型の学習は、医学生１～４年生のいずれ

の学年でも、地域医療に対する理解を深め、地域

医療に従事するモチベーションを高めることがわ

かった。今後、大学のカリキュラム作成においても

実習等の体験型学習を積極的に取り入れるよう反

映したい。また、医学生が実習により地域の医療機

関や自治体に関わることで、医療機関内部で日常

業務を振り返る機会や、教育をする視点が生まれ

るなど相乗効果があった。

11．平瀬　有人

　　／工学系研究科都市工学専攻　（Ｆ）

「地域の再生に向けた地域拠点施設の計画・デザ

イン」

（目的及び計画）

JR肥前鹿島駅周辺を対象とし、地域の再生に向

けた地域拠点施設の計画・デザインを検討し、域

特性を活かした駅舎・駅前広場の将来像へ向け、

駅利用者の利便性向上や市民の交流スペースの活

用提案、交通機関の整備方針などを検討する。平

成26年度には駅舎・駅前広場整備に先行して、鹿

島市の駅前トイレの改修工事を予定しており、今回

は将来の駅舎・駅前広場整備につながるような計

画・デザインを図面・CG・模型などにより検討する

ものである。次年度以降は駅舎・駅前広場整備の

計画・デザインに携わる予定である。

（教育・研究・社会貢献における成果）

平成27年3月に竣工予定のJR肥前鹿島駅前公衆

トイレの計画・デザイン監修に携わった。学生が

共同し、駅前公衆トイレの外観デザインの一部や

サイン計画に携わることで、アイデアが実物の施工
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にどのように反映されるかを実践的に経験するこ

とができた。また、学内での課題と異なり、素材の

選定や納まりなど技術的な検討についても経験し

た。駅舎建替の具体的な計画が未定な中、公衆ト

イレを可変可能なデザインとして提案することで、

将来、デザイン的に統一感のある駅前広場となる

よう、景観に配慮した計画・デザイン監修ができ

た。

（成果物）
・平瀬有人：「JR肥前鹿島駅前公衆トイレ新築工事デザ

イン監修」2015.1　私家版

12．北垣　浩志／農学部生物環境科学科（Ｇ）

「低ピルビン酸酵母を使った低アルコール日本酒

の醸造試験」

（目的及び計画）

当研究室で育種した低ピルビン酸清酒酵母を

使った低アルコール清酒の瓶内二次発酵時に、こ

の酵母がどのような挙動を取るか、どのような香味

が生成されるかを調べ、学生も蔵で製造されてい

るところに立会い、商品化への参考とする。また、

これらの成果を公表することで、佐賀県及び全国

で低アルコール清酒やスパークリング低アルコール

清酒の製造技術の向上、佐賀県の新たな独自ブラ

ンドの育成、日本全体及び世界における日本酒とい

う日本の伝統文化の保護に波及するよう努める。

（教育・研究・社会貢献における成果）

佐賀県の天山酒造株式会社の製造している低ア

ルコール清酒の製造に使うための清酒酵母の育種

を行い、初めて清酒酵母の優れた形質を受け継ぎ

つつ、低アルコール清酒用や吟醸酒などそれぞれ

の用途に応じた清酒酵母の育種が可能になった。

学生教育においては、地元の酒造会社の見学会を

実施し、自身の研究が地域企業に生かされている

ことや製造現場を知ることができた。さらに、学生

は地域の醸造企業に専門技術を身に着けて就職し

ている。また、育種した酵母は日本醸造協会より全

国に頒布され、全国の多くの酒造蔵で使用されて

おり、日本の基幹産業の基幹技術のひとつとなっ

ている。

（成果物）
・特願2014-163826 酵母のスクリーニング方法およ

びそのためのプログラムならびに装置

・佐藤友哉、澤田和敬、浜島弘史、北垣浩志/アルコー

ル発酵時の清酒酵母におけるミトコンドリアを介した

代謝/CMC出版　発酵・醸造食品の最前線, in press 

(2015)

・北垣浩志　清酒酵母のミトコンドリア活性・分解に制

御される新たな代謝経路の解明とそれに基づいた醸造

技術の開発/日本醸造協会誌、109, 3, 1-11 (2014)

・Enhancement of ethanol fe rmentat ion of 

Saccharomyces cerevisiae sake yeast strain 

by disrupting mitophagy function.Applied and 

Environmental Microbiology, 80 (3), 1002-1012 

(2014)

・Gennaro Agrimi, Maria C. Mena, Kazuki Izumi, 

Isabella Pisano, Lucrezia Germinario, Hisashi 

Fukuzaki, Luigi Palmieri, Lars M. Blank and 

Hiroshi K i tagak i / Improved sake metabol ic 

profile during fermentation due to increased 

mitochondrial pyruvate dissimilation.FEMS Yeast 

Research, 14(2):249-260 (2014)

・H i r o s h i  K i t a g a k i *  a n d  H i r o s h i  Ta k ag i /

Mitochondrial metabolism and stress response of 

yeast: Applications in fermentation technologies. 

Journal of Bioscience and Bioengineering, 

117(4):383-393 (2014). 

13．松本　雄一

　　／農学部附属アグリ創生教育研究センター （Ｇ）

「地域医療・福祉の向上を目指した高齢者・障が

い者向けユニバーサル園芸セラピー法の確立」

（目的及び計画）

アグリ医療（園芸セラピー）を身体が不自由な高

齢者及び障がい者等に対して実施するにあたり、

負担が少なくかつ効果的な作業を検証するため、

病院や施設における高齢者及び障がい者等を対象

に栽培や収穫等、複数の園芸活動を実施し調査す

る。その結果から効果的なユニバーサル園芸セラ

ピー法を明らかにし、次年度以降、明らかにしたユ

ニバーサル園芸セラピー法について多くの高齢者・
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障がい者に実施して普遍的な療法プログラムを構

築する。また、学生に対する教育プログラムとして

も活用可能にする。

（教育・研究・社会貢献における成果）

園芸セラピーの効果について検討を行った結

果、ユニバーサル園芸セラピー法としては特に収穫

作業が効果的であると考えられた。この結果を基

に、今後、高齢者や障がい者向け園芸セラピーの開

発・検討を行う。教育においては、延べ9科目280

名以上の学生に、地域志向に係る研究成果および

研究の取り組み状況を活用した講義・実習及び演

習を行い、アグリ医療に対する興味・関心の向上が

見受けられた。また、佐賀県内の社会福祉法人な

どに対し、園芸を用いた福祉事業に関する相談お

よび技術支援を行った。その他、佐賀市内幼稚園・

保育園児約600名に対して園芸作業の体験会を実

施した。

（成果物）

【発表】

・佐賀大学農学部附属アグリ創生教育研究センターにお

けるアグリ医療関連の取り組み．コミュニティ・キャンパ

ス佐賀アクティベーション・プロジェクト佐賀大学ＦＤ・

ＳＤ研修会．森田由佳（2015）

14．江原  史雄

　　／農学部附属アグリ創生教育研究センター（Ｇ）

「家畜を用いたアグリセラピーの開発と普及およ

び動物介在型食農教育プログラムの開発」

（目的及び計画）

アグリセラピーにおける適切な家畜のモデル像

構築のため、家畜のヒトに対する行動様式および

ヒトと家畜の友好関係構築に関与する要因、家畜

に及ぼすストレス要因の解析を行う。また、プロ

ジェクトで整備されたWi-Fiと、モバイル端末を用

いたセラピープログラムを検討して、これらを総合

的に解析し、農場資源を療育に活用する方法を研

究する。平成２６年度は研究を推進するための準

備と試験を実施し、以降は、プログラム開発によ

り、アグリセラピーの実施と教育場面での実践を

図る。

（教育・研究・社会貢献における成果）

研究により、アグリセラピーで活用するヤギの

モデル像構築のための飼養管理法確立への貢献

や、ウシのストレス軽減と安全性の向上が期待でき

た。教育においては、文化教育学部および農学部

学生が参加した発達障害支援プログラム開発のた

めの実証的な検証と、農学部学生が参加した動物

介在によるアグリセラピーの効果検証を行った。ま

た、広く一般向けにアグリセンターで誕生した子ヤ

ギの名付け親募集を行い、COC事業およびアグリ

セラピー開発プロジェクトの周知ができた。

（成果物）

【発表】

・森田由佳：「佐賀大学農学部附属アグリ創生教育研究

センターにおけるアグリ医療関連の取り組み」、コミュ

ニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェク

ト佐賀大学ＦＤ・ＳＤ研修会

【論文】

・江藤咲月：「ヒトとの接触時期がトカラヤギの親和性構

築に及ぼす影響」、平成26年度佐賀大学農学部 卒業

論文

・岡部 誠：「成ヤギの記憶力の検証」、平成26年度佐賀

大学農学部 卒業論文

・陣内さくら：「牛群内における社会的順位に影響する要

因の解析」、平成26年度佐賀大学農学部 卒業論文

・山西可菜：「異なる温度環境における日陰の有無がウ

シのストレス状態に及ぼす影響」、平成26年度佐賀大

学農学部 卒業論文

15．有吉　浩美／医学部看護学科

「保健師教育の質担保に向けた教員用の実習関連

様式の試行および開発」

（目的及び計画）

日本看護系大学協議会の「看護教員に求められ

る能力」に関する調査によると、博士後期課程は、

前期課程に比べて、実習施設との関係調整能力、

臨床実習における学習支援能力を意図した授業が

少ないことが明らかとなった。そこで、「統合実習」

「公衆衛生看護実習Ⅰ・Ⅱ」内で、実習における指
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導等のばらつきの防止及び内容統一のため、教員

が用いる実習関連様式に焦点をあてて開発を試み

る。次年度以降は、実習を通して実践し、実習終了

後に実習関連様式を精錬、教育（教員）の質の担保

にむけた開発を進める。

（教育・研究・社会貢献における成果）

保健師の育成については、保健師と新卒３名、既

卒８名を輩出。また、教育の質の担保については、

助教の育成として、実習指導報告書式を開発して、

実習中の助教の教育レベルの統一を図った。特に

公衆衛生看護実習は、学外の実習施設のため、報

告・連絡・相談の徹底を図ることができた。佐賀県

において、本学が保健師を育成し輩出することは、

質の高い保健事業を展開できるとともに、保健医

療福祉にかかる費用の削減へ繋がる。

（成果物）
・地域の保健活動の活性化に必要な要因-A地区におけ

る保護者会活動の実態を通して-　日本健康医学会誌

・育児中の保健師を対象とした面接調査票のあり方につ

いて～パイロット調査を実施して～　日本健康医学会誌

・子育て支援センターの活用実態に関して　日本健康医

学会誌　掲載
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＜概要＞

佐賀市呉服元町の元文房具店の空き店舗を理工

学部三島伸雄研究室監修でリノベーションした「美

穂野」。道路に面する１階は、佐賀市内に数多く点

在する恵比須像で地域活性化を行っている団体の

活動拠点「開運さが恵比須ステーション」として、

その奥の1、2階はまちなかシェアハウス「さがよか

とこの家」として生まれ変わりました。シェアハウ

スには、2014年3月から理工学部都市工学科の学

生たちが居住しています。現在、学生がまちなかに

住み込みながら、市民との協働によるまちなか活

性化を進めています。

この建物は、第18回（平成26年度）佐賀市都市

景観賞を受賞しました。

＜活動報告＞

・2014年12月3日(水)、「開運さが恵比須ステー

ション」で「さがよかとこの家」に住む学生6人が

「佐賀市魅力発掘事業シンポジウム」を開催。

・2015年1月24日（土）、佐賀大学産学・地域連携

機構主催の「第10回佐賀ビジネスプランコンテス

ト（コンペティション）」に参加。「学生が行きた

い佐賀のまちなか空間創出へ」をテーマに「さが

よかとこの家」に住む学生6名が発表し優秀賞を

受賞。

学生の地域での活動拠点
  さがよかとこの家

まちなかシェアハウス「さがよかとこの家」

シェアハウスのウッドデッキ作成風景

理工学部都市工学科の学生がリノベーションに参加
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＜感想＞

2014年3月から約1年間、理工学部の6人で中心

市街地のシェアハウスで生活しています。シェアハ

ウスの利点としては、家賃の安さや一人暮らしでは

感じられない安心感、共同生活による協調性の向

上などが挙げられます。また、“家”そのものの利

点に加えて、中心市街地に居住するという“地”の

利点として、まちなかにある多くのお店と出会いや

近隣の商店街の方との交流が生まれるなど、まち

の魅力や人の温かさに触れることができました。逆

に、学生が気軽に立ち寄れる店や興味をひかれる

店の少なさ、店のバリエーションの少なさなど、ま

ちなかで暮らしているからこそわかる課題も発見し

ました。

その課題解決のため、昨年12月には「佐賀市魅

力発掘事業シンポジウム」を開催し、学生が訪れ

たくなる場所づくりや、今後のまちづくりについて

参加者と意見交換をしました。さらに、佐賀大学

産学・地域連携機構主催の「第10回佐賀ビジネス

プランコンテスト（コンペティション）」に参加し、

「学生が行きたい佐賀のまちなか空間創出へ」を

テーマに、魅力あるまちづくりについての提案を行

いました。これらの取り組みの中で、約半年の時間

をかけて「まちなか探検ＭＡＰ」を作成。まちなか

のお店50店舗以上を巡り、学生ならではの視点で

作成した地図には、飲食店や資料館など44のおす

すめスポットを掲載しています。

この1年間のまちなかでの生活や活動を通じて、

さまざまな方との出会いや座学では学ぶことがで

きない経験をしました。これらの出会いや経験を、

今後の取り組みや進路に活かしていきたいと思い

ます。

約半年をかけて作成した「まちなか探検ＭＡＰ」

「佐賀市魅力発掘事業シンポジウム」を開催

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Community Campus Saga
Activation Project



68

日　　程：平成26年5月26日（月）　15：30～17：00
場　　所：佐賀大学　理工学部６号館（ＤＣ棟）２階　多目的セミナー室

概　　要：
佐賀大学と西九州大学、連携自治体が構成メンバーとなり、地域ニーズの収集とコミュニティ・キャンパス佐

賀アクティベーション・プロジェクトの円滑な推進を図るために設置する推進会議を拡大して開催。連携する佐
賀県、佐賀市、神埼市、小城市、唐津市、嬉野市、鹿島市、吉野ヶ里町の1県6市1町の事業担当者約50名と、本
事業の12のプロジェクト代表、両大学関係者約30名の計80名が参加した。会議では、各プロジェクトのこれま
での取り組みと今年度の計画等を発表し、本事業についての理解促進と情報交換を行った。

プログラム：
15：00～　受付　
15：30～　開会挨拶　佐賀大学教授・五十嵐勉
15：40～　プロジェクト別発表

各プロジェクト代表及び副代表による発表と質疑応答
17：00　　報告事項
17：10　　閉会の挨拶　西九州大学・井本浩之

プロジェクト別発表
＜プロジェクトＡ＞

五十嵐教授から、プロジェクトＡについて、今年度から佐賀大学のインターフェース科目として実施しているこ
とを説明。前期は講義を中心に地域について学び、後期から実際に連携する自治体へ赴き地域課題の解決を行
うとの説明があった。
＜プロジェクトＢ＞

郡山准教授から、プロジェクトＢについて、Ａ同様に今年度から佐賀大学のインターフェース科目として実施
していることを説明。昨年度は農学部の科目等で試行的に行い、有明海の環境保全や、学生や市民が協働して
行う環境教育等を実施し、今年度はフィールドワークを中心に前年度試行したことを活かしプロジェクトを進め
るとの説明があった。
＜プロジェクトＣ＞

井上教授から、プロジェクトＣについて、昨年度は佐賀大学とＮＰＯ法人スポーツフォアオール、連携自治体
が協働して健康教室を開催したとの説明があった。教室では、地域住民との世代間交流やデータ収集とその活
用、学生と地域住民との交流を行っており、今年度は佐賀県、佐賀市、鹿島市、嬉野市と協働して事業を推進す
る。
＜プロジェクトＧ＞

堀川教授から、プロジェクトＧについて、医学部と農学部が連携してアグリセラピー開発を実施しているとの
報告があった。昨年度はアグリセラピー実施のための環境整備を行い、今年度からアグリ創生センターに敷設
したＧＰＳ設備等を活用して、心拍等のデータ収集を行うとの説明があった。
＜プロジェクトＤ＞

戸田准教授から、プロジェクトＤについて、昨年度は、地域に関わる調査研究を実施し公開講座において発表
を行ったとの報告があった。今年度は小城市で「合併自治体における公共施設（健康保健福祉施設）の利活用
と地域活性化」をテーマにゼミ単位で調査研究を行うと説明。小城市以外の連携自治体における調査研究を実
施する可能性も示唆し、協力を依頼した。
＜プロジェクトＥ＞

杉岡教授から、プロジェクトＥについて、昨年度の夏期研修の説明があった。今年度は唐津の離島３班、三瀬

文部科学省　地（知）の拠点整備事業　佐賀大学・西九州大学

コミュニティ・キャンパス佐賀拡大推進会議
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を中心とした山間地域１班の計４班に分け、山間・離島の医療実習を実施する他、地域医療枠の学生は１週間
の実習を実施予定であることを報告した。
＜プロジェクトＦ＞

三島教授から、プロジェクトＦについて、昨年度は、佐賀市で実験住宅まちの間３号や、ライトファンタジー
への参画、鹿島市では市民会館計画や肥前鹿島駅前広場の計画等を学生が調査研究を行ったとの報告があっ
た。今年度も引き続き「建築」や｢都市デザイン」という観点で、デザインクリエイター養成を目的に、各連携自
治体において事業を実施予定であるとの説明があった。
＜プロジェクトＨ＞

上城准教授から、プロジェクトＨについて、介護予防は理学療法士、認知症は作業療法士を目指すリハビリ
テーション学部学生が関わるという説明があった。昨年度は、地域の介護予防事業に参加している高齢者の検
査等を実施。今年度は、介護予防プログラムの作成と実施とＭＣＩ（軽度認知障がい）の方のデータ収集、眼球
運動の調査を実施予定であるとの報告があった。
＜プロジェクトＩ＞

梅木講師から、プロジェクトＩについて、昨年度は、連携する神埼市と小城市との打ち合わせを実施したとの
報告があった。今年度は、平成18年から西九大、佐賀県、神埼市が協定を結ぶ食育支援や、特定検診の受診率
のアップのための広報、神埼市内の保育園及び小学校における学生による食育講座の実施、小城市においては
食育体験プランの協働実施を行うという説明があった。
＜プロジェクトＪ＞

岡部講師から、プロジェクトＪについて、昨年度は学内の事業体制整備と関係機関との連携の強化を実施し
たとの報告があった。今年度は、「発展ゼミナール」において「学士力養成」「地域での実践力養成」「地域課題
の解明と新しい地域資源の提案」を目的に、6月以降に地域での活動を開始し、後期はまとめと振り返り、１～
２月に活動報告を予定しているとの報告があった。
＜プロジェクトＫ＞

安田教授から、プロジェクトＫについて、昨年度実施した「ひしぼうろ」や「ののじパン」「ノリージョ」などの
開発について報告があった。今年度も引き続き関係機関と連携して、学生をチーフプロデューサーとした食品の
開発（対象食品：アスパラガス、ハーブ、キクイモ、ヒシ、白インゲン豆、ジャンボニンニク）と機能性の研究を目
的に実施中であるとの説明があった。
＜プロジェクトＬ＞

中山講師から、プロジェクトＬについて、昨年度は連携自治体の担当部局との調整やサロン活動視察、イベン
ト等へ参加したとの報告があった。今年度は、Ｊ同様「発展ゼミナール」において、サロンを中心とした福祉系活
動と、まつり等イベント系活動への参加による地域交流の阻害要因の解明と解消を目的に活動し、11～12月に
は活動を通してＵＤに向けた地域課題の整理を行うとの説明があった。

質疑応答
Ｑ１．（小城市商工観光課・秋野様）プロジェクトＩの小城
市食育推進事業「伝えよう伝統料理」について、「普茶料
理」の調理実習をしているということだが、どういった対
象にどのように伝えていくのか具体的に教えてほしい。
Ａ１．（プロジェクトＩ担当・梅木講師）春香会の「普茶料
理」の振る舞いには、例年健康栄養学科の学生が手伝い
に行く。学生は「普茶料理」について春香会の方に教え
てもらいながら、学んだことを基に歴史や作り方のリーフ
レットを作成し、小城市の子どもからお年寄りまでを対象
に伝えていく予定である。

拡大推進会議開催風景

記
　録

Community Campus Saga
Activation Project
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日　　程：

平成26年12月20日（土）　13：30～17：00

場　　所：

アバンセ（佐賀市天神3丁目2−11）

概　　要：

佐賀大学と西九州大学による地（知）の拠点形成に向けた取

り組みを推進するため、「学生−市民−産学官の協働による地域

創生」をテーマに、地域を志向した教育・研究の活性化及び社会

貢献のあり方について、滋賀県立大学名誉教授・柴田いづみ氏に

よる基調講演と自治体代表及び学生代表等のパネルディスカッ

ションを実施。会場外には全12事業のパネルを展示。約350名

が来場した。

文部科学省　地（知）の拠点整備事業　佐賀大学・西九州大学

コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト
シンポジウム2014
～学生－市民－産学官の協働による地域創生～

各自治体における活動紹介や学生発表を行った
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基調講演
「学生がまちにできること、まちが学生に

できること
－学生・市民“共動”の地域づくり－」 

滋賀県立大学名誉教授・結のまちづくり研究所代表  
柴田いづみ氏

講演内容

講師である柴田いづみ氏は、琵琶湖の内湖再生のための活動

や基礎調査、学生サークルとの空きビル・空き町家を使った中心

市街地拠点活動、地域密着型まちづくりに取り組み「結のまちづ

くり研究所」の発足・代表等を行ってきた。講演では、滋賀県立

大学の授業において「学生とまち」が共動して行った中心市街地

活性化の取り組みや、「まちを創る」をテーマに設計した福島県

矢吹駅及び駅周辺計画、学生・市民・教員・公務員・建築士が共

動して取り組んだ彦根城南東部の花しょうぶ通り商店街「寺子屋　

力石」の改装など、学生によるまちづくりの取り組み事例と地域

が抱える課題及びその解決方法について紹介した。

パネルディスカッション
「学生－市民－産学官の協働による地域創生｣
パネリストとして佐賀市、小城市、吉野ヶ里町の連携自治体の

代表とNPO法人まちづくり機構ユマニテさが常務理事、両大学

学生代表が登壇し、これまでに実施した地域での活動紹介と評

価、今後の活動への期待について意見を交換した。連携自治体か

らは、今後の取り組みに向けた「さらなる連携強化」や「大学と自

治体の共通目標の共有」等の意見があった。学生代表からは実

際の活動内容や地域活動の感想、今後の取り組みなどについて

報告があった。

地域における取り組み事例を数多く紹介

佐賀大学学生代表の農学部２年中島美咲さんによる報告

記
　録

Community Campus Saga
Activation Project
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日　　程：

平成27年1月23日（金）　14：40～16：35

場　　所：

佐賀大学　大学会館２階多目的ホール

概　　要：

地（知）の拠点整備事業-コミュニティ・キャンパス佐賀アクティ

ベーション・プロジェクト-に関連する、地域を志向した教育研究

の取り組み内容とその課題の共有、及びCOC機能の強化に向け

た全学的な取り組みの推進を図るため開催。基調講演には宮崎

大学農学部教授・みやだいＣＯＣ推進室室長の國武久登氏を迎

え、宮崎大学におけるCOCの取り組みついて紹介いただいた。報

告会では、農学部附属アグリ創生教育研究センターの技術補佐

員森田由佳氏によるアグリ医療の取り組みについて報告があっ

た。この研修会は佐賀大学のFD（Faculty Development）・SD

（Staff Development）研修会を兼ねて実施し、約60名が参加し

た。

平成２６年度　地（知）の拠点整備事業

コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト
佐賀大学ＦＤ・ＳＤ研修会

研修会には約６０名が参加した
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基調講演
「宮崎大学におけるＣＯＣ機能の強化と地
（知）の拠点整備事業

　　－その全学的取り組み－」 
宮崎大学農学部教授・みやだいＣＯＣ推進室室長

國武久登氏

講演内容

COC 事業設置の背景について説明後、宮崎大学におけるＣＯ

Ｃ事業の取り組みについて、その特徴や事業実施体制、教育・研

究・社会貢献におけるミッションと成果、今後の課題について報

告があった。宮崎大学は「食と健康」を中心に事業を推進。人材

育成のための「地域活性化・学生マイスター」認証制度や「農畜

水産加工実習室・食品成分分析実習室」の設置による県産農作

物の機能性評価、地域ブランドの創出、学生ボランティア及び

チャレンジプログラム等による社会貢献事業等、数多くの取り組

みを全学的に行っている。

報告会
「佐賀大学農学部附属アグリ創生教育研究
センターにおけるアグリ医療関連の取り組
み」 

農学部附属アグリ創生教育研究センター技術補佐員
森田 由佳氏

講演内容

佐賀大学農学部附属アグリ創生教育研究センター（以下、アグ

リセンター）で実施する、農業フィールド資源活用による動物介在

療法及び園芸療法の構築プロジェクトでは、これまで食料生産手

段として利用してきた家畜や作物栽培を、障害等を持つ患者様の

ケア手段に応用することを目的に、農学部、医学部、文化教育学

部と共同で研究教育の企画・推進を行ってきた。その結果、動物

介在療法の効果を客観的に示すことができ、動物介在療法を障害

等を持つ患者のリハビリテーションに応用し、その際の治療効果

判定の一助となると考えられることが判明した。また、アグリセン

ターのユニバーサルデザイン化の必要性について報告があった。

宮崎大学におけるＣＯＣ事業の取り組みについて紹介

動物介在療法及び園芸療法の構築プロジェクトについての報告

記
　録

Community Campus Saga
Activation Project
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日　　程：

平成２７年３月１８日（水）１３：００～１７：００

場　　所：

佐賀大学付属図書館会議室

概　　要：

コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト運営委員会が

行った「自己点検評価」の結果について、運営委員会以外の者による外部評価

を実施した。

外部の有識者を外部評価委員会委員として招聘し、自己点検評価報告書の書

面審査、討論による評価を依頼した。外部評価委員会は、評価報告書を運営委

員会委員長に提出し、運営委員会が行う事業等の質的向上を図り、その運営全

般の改善・改革に資するとともに、ステークホルダーや社会からの負託に応え

ることを目的とする。

１）外部評価委員会

協議事項等：

１３：００～１３：１０　開会の挨拶　

１３：１０～１３：１５　外部評価委員会委員の紹介

１３：１５～１３：２０　コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会関係者の紹介

１３：２０～１７：００　外部評価委員会

①外部評価委員会実施要領（案）について

②外部評価委員会委員長の選出

③事業、及び自己点検評価書の概要について

④質疑・応答

⑤外部評価書の作成、及び取りまとめ

　　　　　　　　　　　  （運営委員会関係者退出）

⑥今後のスケジュールについて

　評価報告書の最終報告書の提出

１７：００　　　　　　閉会

２）学部評価報告書の提出　平成２７年３月３０日（月）（予定）

外部評価委員会は、「外部評価報告書」を取りまとめ、コミュニティ・キャンパ

ス佐賀運営委員会に提出する。

文部科学省　地（知）の拠点整備事業　佐賀大学・西九州大学

コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト
外部評価の実施
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外部評価委員会の委員名簿

吉村　充功　　日本文理大学・教授 　　

　　　　　　　　日本文理大学人間力育成センター・センター長

渡辺　亮太　　福岡工業大学ＦＤ推進室・室長

小林　秀則　　佐賀県 統括本部 政策監グループ 副課長

伊豆　哲也　　特定非営利活動法人まちづくり機構ユマニテさが 常務理事

コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会の出席者名簿

中島　　晃　　コミュニティ・キャンパス佐賀運営委員会委員長

　　　　　　　　佐賀大学副学長（研究・社会貢献・国際貢献担当）

井本　浩之　　西九州大学事業実施責任者・教授

　　　　　　　　西九州大学副学長（社会貢献担当）

五十嵐　勉　　佐賀大学事業実施責任者・教授

　　　　　　　　全学教育機構　　産学・地域連携機構地域連携部門長（併任）

弓削　純一　　佐賀大学研究協力課・課長

三島　　舞　　佐賀大学ＣＯＣ事業コーディネーター

山中　健正　　西九州大学総務課・課長　

土橋真奈美　　西九州大学地域連携センター　コーディネーター

徳安　優一　　西九州大学地域連携センター　コーディネーター

外部評価委員会の様子

記
　録

Community Campus Saga
Activation Project
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2014/3/20　西日本新聞

■空き店舗活用事業「さがよかとこの家」

新聞掲載記事
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■地（知）の拠点整備事業拡大推進会議

2014/5/31　佐賀新聞

広
報
関
係

Community Campus Saga
Activation Project
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■よかっ子　環境・農業体験学習

2014/6/27　佐賀新聞

2014/6/29　佐賀新聞

■第１回AQUA SOCIAL FES.　田植えと外来種駆除
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2014/7/21　佐賀新聞

■フィールドワーク基礎演習合宿

2014/8/1　西日本新聞
■第１回環アジア国際セミナー in 肥前浜宿 広

報
関
係

Community Campus Saga
Activation Project
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2014/9/15　佐賀新聞

■√佐大（ルートサダイ）中心市街地活性化イベント

2014/10/2　西日本新聞

■蕨野の棚田 ふるさとの灯りコンサート2014
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2014/10/12　佐賀新聞

■第２回AQUA SOCIAL FES.　干潟の生き物観察と清掃活動

広
報
関
係

Community Campus Saga
Activation Project
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2014/10/19　佐賀新聞

■サガ・ライトファンタジー2014学生参画

2014/11/13　佐賀新聞

■「東よかに行こう!ワールドカフェ」参加
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2014/12/9　佐賀新聞

■吉野ヶ里町東脊振地区での日本事情研修

2014/12/12　読売新聞
広
報
関
係

Community Campus Saga
Activation Project
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2014/12/22　佐賀新聞

■低アルコール日本酒用酵母開発
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2014/12/22　佐賀新聞

■コミュニティ・キャンパス佐賀シンポジウム2014

広
報
関
係

Community Campus Saga
Activation Project
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2015/1/28　西日本新聞

■国の天然記念物ヤマネの生息確認

2015/1/28　佐賀新聞
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2015/3/3　朝日新聞

2015/2/1　佐賀新聞

■東与賀小学校での環境授業「干潟の生き物観察会」 広
報
関
係

Community Campus Saga
Activation Project
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学内広報関係

地域における学びの機会としてプロジェクトＤを紹介

■かちがらす３２号
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学内広報関係

地（知）の拠点におけるプロジェクトＡの取り組みを学生の視点から紹介

■かちがらす３２号

広
報
関
係

Community Campus Saga
Activation Project
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（平成25年9月26日制定）

（設置）

第1　国立大学法人佐賀大学及び学校法人西九州大学に，地（知）の拠点整備事業（事業名称：コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベー

ション・プロジェクト）の実施に関し，必要な事項を審議するため，コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト運営委

員会（以下「運営委員会」という。）を置く。

（審議事項）

第2　運営委員会は，次に掲げる事項を審議する。

(1) プロジェクト実施に関する企画の立案及び推進に関すること。

(2) プロジェクトの予算管理に関すること。

(3) 自治体等との連携の推進に関すること。

(4) プロジェクトの自己点検評価に関すること。

(5) その他プロジェクトの実施に関する事項 

 (組織)

第3　運営委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。

(1) 佐賀大学理事のうち佐賀大学長が指名した者　1人

(2) 西九州大学理事のうち西九州大学長が指名した者　1人

(3) 佐賀大学における事業実施責任者

(4) 西九州大学における事業実施責任者

(5) 佐賀大学におけるプロジェクト実施責任者

(6) 西九州大学におけるプロジェクト実施責任者

(7) 佐賀大学全学教育機構専任教員のうち佐賀大学長が指名した者　若干人

(8) 西九州大学グループ地域連携センター教員のうち西九州大学長が指名した者　若干人

(9) コミュニティ・キャンパス佐賀コーディネーター

(10) 佐賀大学研究協力課長

(11) 西九州大学総務課長

(12) その他第5第1号に規定する委員長が指名した者　若干人

 (任期）

第4　第3第5号から第8号まで及び第10号の委員の任期は，2年とし，再任を妨げない。

2　第3第5号から第8号まで及び第10号の委員に欠員が生じた場合の後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（委員長及び副委員長）

第5　運営委員会に委員長を置き，第3第1号の委員をもって充て，副委員長は第3第3号及び第4号の委員をもって充てる。

2　委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

3　委員長に事故があるときは，副委員長が，その職務を代行する。

（議事）

第6　運営委員会は，委員の過半数の出席がなければ，議事を開き，議決をすることができない。

ただし，やむを得ない理由により出席ができない場合にあっては，代理者の出席を認め，その者を委員に代えることができる。

2　議事は，出席した委員の3分の2以上の多数をもって議決する。

（委員以外の者の出席）

第7　運営委員会が必要と認めたときは，運営委員会に委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。

（部会）

第8　運営委員会に必要に応じて部会を置くことができる。

2　部会に関し必要な事項は，別に定める。

（事務）

第9　運営委員会の事務は，佐賀大学事務局関係各課及び西九州大学グループ地域連携センターの協力を得て，佐賀大学学術研究協力部研

究協力課が行う。

（雑則）

第10　この要項に定めるもののほか，運営委員会の運営に関し，必要な事項は，委員長が別に定める。

附　則

1　この要項は，平成25年10月1日から実施する。

2　この要項実施後，最初に選出される第3第5号から第8号まで及び第10号の委員の任期は，第4第1項の規定にかかわらず，平成27年

　　3月31日までとする。

附　則（平成26年6月30日改正）

この要項は、平成26年6月30日から実施する。

■コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト
　運営委員会設置要項

資　料

理事（研究・国際・社会貢献担当）

全学教育機構

文化教育学部

経済学部

医学部

工学系研究科

(農 ) 附属アグリ創生教育研究センター

全学教育機構

全学教育機構

全学教育機構

研究協力課

事務局

副学長

教授

教授

准教授

教授

教授

副センター長

准教授

教授

講師

コーディネーター

研究協力課長

中　島　　　晃

五十嵐　　　勉

井　上　伸　一

戸　田　順一郎

杉　岡　　　隆

三　島　伸　雄

上　埜　喜　八

郡　山　益　実

諸　泉　俊　介

山　内　一　祥

三　島　　　舞

弓　削　純　一

＊

＊

＊

＊

部　局 職　名 氏　名

＜佐賀大学＞

理事（社会貢献担当）

健康栄養学部

健康福祉学部

健康栄養学部

リハビリテーション学部

健康福祉学部

地域連携センター

地域連携センター

事務局

副学長

教授

教授

教授

准教授

講師

コーディネーター

コーディネーター

総務課長

井　本　浩　之

栁　田　晃　良

酒　井　　　出

安　田　みどり

上　城　憲　司

岡　部　由紀夫

土　橋　真奈美

德　安　優　一

山　中　健　正

＊

＊

＊

＊

＊

部　局 職　名 氏　名

＜西九州大学＞

＊は企画部会の構成員である。

平成26年6月30日
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理事（研究・国際・社会貢献担当）

全学教育機構

文化教育学部

経済学部

医学部

工学系研究科

(農 ) 附属アグリ創生教育研究センター

全学教育機構

全学教育機構

全学教育機構

研究協力課

事務局

副学長

教授

教授

准教授

教授

教授

副センター長

准教授

教授

講師

コーディネーター

研究協力課長

中　島　　　晃

五十嵐　　　勉

井　上　伸　一

戸　田　順一郎

杉　岡　　　隆

三　島　伸　雄

上　埜　喜　八

郡　山　益　実

諸　泉　俊　介

山　内　一　祥

三　島　　　舞

弓　削　純　一

＊

＊

＊

＊

部　局 職　名 氏　名

＜佐賀大学＞

理事（社会貢献担当）

健康栄養学部

健康福祉学部

健康栄養学部

リハビリテーション学部

健康福祉学部

地域連携センター

地域連携センター

事務局

副学長

教授

教授

教授

准教授

講師

コーディネーター

コーディネーター

総務課長

井　本　浩　之

栁　田　晃　良

酒　井　　　出

安　田　みどり

上　城　憲　司

岡　部　由紀夫

土　橋　真奈美

德　安　優　一

山　中　健　正

＊

＊

＊

＊

＊

部　局 職　名 氏　名

＜西九州大学＞

＊は企画部会の構成員である。

平成26年6月30日

■コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション
　プロジェクト運営委員会

Community Campus Saga
Activation Project
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（平成25年11月15日制定）

（設置）

第1　地（知）の拠点整備事業（事業名称：コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト）の実施に関し，必要な事項を協議

するため，コミュニティ・キャンパス佐賀推進会議（以下「推進会議」という。）を置く。

（協議事項）

第2　推進会議は，次に掲げる事項を協議する。

(1) 地域のニーズに対応した教育研究の推進に関すること。

(2) 地域と大学間の積極的な連携・対話の推進に関すること。

(3) その他プロジェクトの実施に関する事項

（組織）

第3　推進会議は，次に掲げる機関の担当者をもって構成する。

 (1) 佐賀県

 (2) 佐賀市

 (3) 神埼市

 (4) 唐津市

 (5) 小城市

 (6) 鹿島市

 (7) 嬉野市

 (8) 吉野ヶ里町

 (9) 佐賀大学

 (10) 西九州大学

 (11) その他第4第1項に規定する会長が指名した者　若干人

（会長）

第4　推進会議に会長を置き，構成員の互選により選出する。

2　会長の任期は2年とし，再任を妨げない。

3　会長は，推進会議を招集し，その議長となる。

4　会長に事故があるときは，あらかじめ会長が指名した構成員がその職務を代行する。

（構成員以外の者の出席）

第5　推進会議は，必要に応じ構成員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。

（事務）

第6　推進会議に関する事務は，佐賀大学事務局関係各課及び西九州大学グループ地域連携センターの協力を得て，佐賀大学学術研究協力

部研究協力課が行う。

（雑則）

第7　この要項に定めるもののほか，推進会議の運営に関し必要な事項は，推進会議が別に定める。

附　則

1　この要項は，平成25年11月15日から実施する。

2　この要項の実施の際，現に会長の職にある者の任期は，第4第2項の規定にかかわらず，平成27年3月31日

までとする。

■コミュニティ・キャンパス佐賀
　推進会議設置要項

佐賀県

佐賀市

神埼市

唐津市

小城市

鹿島市

嬉野市

吉野ヶ里町

佐賀大学

西九州大学

認定NPO法人 地球市民の会 

政策監Ｇ

企画調整部 企画政策課

総務企画部 市長公室

企画政策課（交流協定担当者）

企画課

総務部 企画財政課

企画部 企画企業誘致課

企画課

全学教育機構教授

副学長

事務局長

中　島　健　二

筒　井　倫　子

中　島　勝　利

牛　草　和　人

熊　谷　郁　子

木　原　智　典

山　口　純　一

直　塚　政　浩

五十嵐　　　勉

井　本　浩　之

大　野　博　之

所　属 職　名 氏　名

佐賀大学

西九州大学

西九州大学

佐賀大学

佐賀大学

西九州大学

佐賀大学

佐賀大学

佐賀大学

佐賀大学

佐賀大学

コーディネーター

コーディネーター

コーディネーター

教務課長

研究協力課長

総務課長

研究協力課副課長

研究協力課係長

研究協力課係長

事務補佐員（経理）

事務補佐員（教務）

三　島　　　舞

土　橋　真奈美

德　安　優　一

松　尾　　　訓

弓　削　純　一

山　中　健　正

岡　　　清　隆

松　尾　和　俊

北　島　秀　俊

永　石　瑞　穂

内　川　藤　代

＜関係者＞

平成26年9月26日
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佐賀県

佐賀市

神埼市

唐津市

小城市

鹿島市

嬉野市

吉野ヶ里町

佐賀大学

西九州大学

認定NPO法人 地球市民の会 

政策監Ｇ

企画調整部 企画政策課

総務企画部 市長公室

企画政策課（交流協定担当者）

企画課

総務部 企画財政課

企画部 企画企業誘致課

企画課

全学教育機構教授

副学長

事務局長

中　島　健　二

筒　井　倫　子

中　島　勝　利

牛　草　和　人

熊　谷　郁　子

木　原　智　典

山　口　純　一

直　塚　政　浩

五十嵐　　　勉

井　本　浩　之

大　野　博　之

所　属 職　名 氏　名

佐賀大学

西九州大学

西九州大学

佐賀大学

佐賀大学

西九州大学

佐賀大学

佐賀大学

佐賀大学

佐賀大学

佐賀大学

コーディネーター

コーディネーター

コーディネーター

教務課長

研究協力課長

総務課長

研究協力課副課長

研究協力課係長

研究協力課係長

事務補佐員（経理）

事務補佐員（教務）

三　島　　　舞

土　橋　真奈美

德　安　優　一

松　尾　　　訓

弓　削　純　一

山　中　健　正

岡　　　清　隆

松　尾　和　俊

北　島　秀　俊

永　石　瑞　穂

内　川　藤　代

＜関係者＞

平成26年9月26日

■コミュニティ・キャンパス佐賀
推進会議名簿

Community Campus Saga
Activation Project
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地（知）の拠点整備事業
コミュニティ・キャンパス佐賀
アクティベーション・プロジェクト

コーディネーター　三島 舞

編集後記

平成26年度は本格始動の年となり、各プロジェクトが連携地

域において様々な活動を実施した。活動を通して徐々に地域の方

と学生との交流も生まれ、大学の「知」を「地」で生かすための

基礎が整いつつある。後期には、学生が企画・運営する地域活性

化イベントの開催や、調査・研究結果の地元還元、学生による地

域住民への講習会の実施などを行い、多くの地域志向教育・研

究・社会貢献活動の成果が見られた。来年度も、学生の頑張る姿

に励まされ、ときに感動しながら事業を推進していきたい。



平成26年度
地（知）の拠点整備事業
コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクト

成果報告書
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